


6
月
26
日
（
木
）
か
ら
28
日
（
土
）
に
か
け
て
、

平
成
20
年
度
（
前
期
）
市
政
懇
談
会
「
市
長
の

い
き
い
き
タ
ウ
ン
ト
ー
ク
」
が
市
内
3
会
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
3
日
間
で
延
べ
174
名
の
市
民
の
皆

さ
ん
が
参
加
さ
れ
、
市
政
に
対
す
る
多
く
の
意

見
・
要
望
等
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

各
会
場
で
の
参
加
人
数
及
び
意
見
・
要
望
等

の
内
訳
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。
い
た
だ
い
た

ご
意
見
・
ご
要
望
等
は
庁
内
で
検
討
し
、
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
ご
意
見
・
ご
要
望
等
と
そ
れ
に
対
す

る
市
の
回
答
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
が
、
全
て

の
一
覧
を
秘
書
広
報
課
（
国
分
寺
庁
舎
2
階
）
及

び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

6月26日（木）
19:00～

6月27日（金）
19:00～

6月28日（土）
10:00～

合　　　　計

日　　時

コミュニティセンター

友愛館

保健福祉センター

きらら館

南河内公民館

会　　場

84名

40名

50名

174名

生活基盤 ……………………7件

生活環境 ……………………6件

保健・福祉 …………………4件

教育・文化 …………………6件

市民生活 ……………………2件

行財政 ………………………5件

施設 …………………………3件

その他 ………………………14件

合計 …………………………47件

ご意見・ご要望等の内訳 参加者数

15件

11件

21件

47件

意見・要望数

秘書広報課　140-5550問い合わせ先

皆さんの意見をまちづくりに
市長のいきいきタウントーク　結果報告

きらら館

南河内公民館 友愛館
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思いやりと交流で創る 新生文化都市
SHIMOTSUKE-CITY

平成20年度（前期）市政懇談会「市長のいきいきタウントーク」で述べられ
たご意見・ご要望等とそれに対する市の回答の一部（要約）を紹介します。

巡回バスのアンケートの結果はどのよ
うになっているのか。

A アンケートの結果については、ホーム
ページに載っているが、これから、内部にお
いてプロジェクトチームを立ち上げ、ふれあ
い号・きらら号も含めた全体的な循環バスに
ついての検討を始めていきたいと考えている。
その後、検討委員会を設置して、今後どうす
るか検討していきたいと考えている。

道の駅の進捗状況は？

A 道の駅の予定地については、交通の利
便性や入りやすさを考慮して、自治医大の南
側の道路を東にきて、新4号国道との交差点の
東側で北側の区域になった。
面積は3.3haで、国との連携があって、国

が行う駐車場・トイレ等の用地について、
1.4haが国の持分となり、市の持分が1.9haと
なる。用地については、江川・五千石土地改
良区のほうでご協力いただけることになった。
着工については、国道との関係もあるが、

今のところ、今年度に用地等を購入をして、
次年度から敷地の造成、建物の建築というこ
とで、オープンについては、平成23年の春を
予定している。
第3セクターについては、今後、立ち上げに

ついての検討委員会を設置し、どのような形
がよいのか進めていきたいと思っている。

クリーンパーク茂原は引き続き利用で
きるのか。

A 石橋地区は宇都宮広域にお世話になっ
ており、国分寺・南河内地区は小山広域にお
世話になっている。その中で分別の仕方が違
うとか焼却炉の対応年数等の問題もあるので、
将来的には一体化を考えていかなければなら
ない時期がくると思う。こういったものにつ
いては、域内処理の原則というのがあるが、
我々のところは、合併の特例の中で使わせて
いただいており、宇都宮市には使える限りは
使わせてほしいとお願いしている。

合併の効果は、どういう点にあったのか。

A 繰上げ償還が認められたことや、交付
税の10年間の特例措置においては、合併をし
た中で、コストをどうやって下げていくか、
借金をどうやって返していくか、将来に向け
てどういうふうにまちづくりをしていくかと
いうことなどについて、緩やかな下降をたど
っていくとは思うが、考える時間をいただき
ながら推移していくことができるという大き
なメリットがある。そして、合併特例債等を
ベースとしながら、地域において、様々なも
のが展開できるという状況もある。

なぜ、新庁舎を建てるのか。今の庁舎を
改善して利用できないのか。

A 現在、分庁舎方式になっており、各庁舎
の耐震工事をするコストと新庁舎にするコスト
を考えていただきたいし、今、諮問していると
ころでは、人間の配置の部分で、もう少しコス
ト縮減ができるかできないかということも考え
ている。一つの庁舎に集めたほうがより効果的
に活動できるのか、それとも、今の状態のまま
でよいのか、そういったものも全部踏まえた中
で、現在、検討委員会で検討していただいてい
る。皆さんのほうにもいろいろとご説明をさせ
ていただきたい。そして、お話しのあったよう
に、今の建物を補強して使ったほうがよいとい
う意見も確かにあると思う。そういったものも
含めた上での費用対効果等を踏まえて検討した
いと考えている。

AEDを使うにあたって、講習などは市　　
のほうで考えているのか。実際、AED

を使わなければならない状態になったときに、
使い方が悪かったために命に障害があった場
合、責任はどうなるのか。

A 講習は、消防組合でやっているところ
に受けに行っていただくという形になる。
AEDの使い方は簡単なので、まずは、受けに
行っていただきたい。
資格をちゃんともった中で、一生懸命に救

命活動をやった結果について、誰も非難でき
るものではないと思う。

Q

Q

Q

Q

Q

Q
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4保険年金課　国保グループ　140-5558問い合わせ先
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Ⅱ
Ⅰ

70歳から74歳の国民健康保険被保険者の方へ8月1日より利用できる高齢受給者証を7月下旬に送付しま
した。病院等を受診する際は、国民健康保険被保険者証（保険証）とあわせて窓口に提示してください。
なお、新しい高齢受給者証は、平成19年中の所得の状況を参考に、一部負担金の割合が決定されています。
7月31日有効期限の高齢受給者証は、市民課窓口または保険年金課へ返却してください。

〔適用時期〕
1日生まれの方は70歳になる誕生月の1日から、2日以降生まれの方は70歳になる誕生月の翌月1日から、受給

者証を適用月の前月末までに自宅に郵送します。
〔負担割合〕

（注）平成20年4月から2割負担に引き上げられましたが、平成20年4月から平成21年3月までの1年間、患者負担
は1割に据え置かれました。

現役並み所得者とは
本人および同一世帯の70歳から74歳の方（国民健康保険加入者に限る）のうち、住民税の課税標準額

145万円以上の所得者がいる世帯の方
ただし、収入の合計が1人世帯で383万円未満、2人以上世帯で520万円未満の場合、申請により一般所得

者の負担割合になります。（該当者にはお知らせしています）

〔自己負担限度額〕
・外来（個人ごとに計算）
1か月に支払った自己負担額を合計し、別表の外来欄の額を超えた分が支給されます。

・入院
高齢受給者証に記載されている一部負担金の割合に応じて、それぞれの病院等に支払う限度額は別表の入

院欄の額となります。
なお、非課税世帯の方は、事前に限度額適用・標準負担額減額認定証の交付を受け、入院時にその証を病

院等に提示すると、支払いが低所得世帯の限度額までとなります。

別表（保険診療の１か月の自己負担限度額表） ◇平成21年3月まで適用

※同じ世帯で過去12か月に高額療養費の支給を3回受けている場合、4回目からの自己負担限度額

経過措置対象世帯とは
平成20年8月から平成22年7月まで、現役並み所得者のうち、同一世帯の長寿医療制度対象者（旧国民健

康保険被保険者に限る）を含めた年収の合計が520万円未満の場合で、次の全てに該当している場合は、申
請により一般所得世帯の自己負担限度額となります。（該当者にはお知らせしています）
①同じ世帯で国民健康保険加入中の70歳から74歳までの方で、平成19年中の所得による住民税の課税標準
額が145万円以上
②同じ世帯で国民健康保険加入中の70歳から74歳までの方で、平成19年中の収入が383万円以上
③国民健康保険から長寿医療制度該当になられた方を含めた平成19年中の収入が520万円未満

〔受給者証の有効期限〕
平成21年7月31日
ただし、75歳の誕生日をむかえる方は誕生日の前日

国民健康保険高齢受給者証をお持ちの方へ

8月1日より高齢受給者証が新しくなります

現役並み所得者
一 般 所 得 者

平成20年4月1日から
平成21年3月31日まで
3割

1割（注）

平成21年4月1日から
平成22年3月31日まで
3割
2割

低所得世帯Ⅰとは
世帯主および国民健康保険被保険者全員が住民税非課税で、

その世帯の各種収入等から必要経費等（年金収入は控除額を80
万円として計算）を差し引いた所得が0円となる世帯

低所得世帯Ⅱとは
世帯主および国民健康保険被保険

者全員が住民税非課税の世帯

思いやりと交流で創る 新生文化都市
SHIMOTSUKE-CITY

保険年金課　国保グループ　140-5558問い合わせ先

区　　分

現役並み所得者世帯

経過措置対象世帯
一 般 所 得 者 世 帯

低所得世帯

負担割合

3割

3割
1割
1割
1割

外　来

44,400円

12,000円
12,000円
8,000円
8,000円

入　院
80,100円＋（医療費-267,000円）×1％

（44,400円※）
44,400円
44,400円
24,600円
15,000円
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税務課　市民税グループ　140-5554問い合わせ先

国民健康保険からのお知らせ

7月中旬に保険税の年金からの自動納付（特別徴収）の対象になった方については、「特別徴
収税額の通知書」を送付したところですが、特別徴収制度の見直しにより、以下の要件に該
当する世帯主の方については、年金からの自動納付（特別徴収）でなく、口座振替で納付いた
だくことが可能となります。

①平成18・19年度の保険税を確実に納めていただいている世帯主の方
②口座振替により納めていただける世帯主の方

希望される方は、税務課までお問い合わせください。8月20日（水）までに手続きを行われた
方は、10月分から口座振替への変更手続きを行います。
それ以降の申請については、12月分以降のお取り扱いになりますのでご了承ください。

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）からのお知らせ

長寿医療制度の保険料について、年金からの自動納付となっている方のうち、以下のいず
れかの要件を満たす方は、保険料を口座振替により納付していただくことが可能となります。

①国民健康保険の保険税を確実に納付していた方（世帯主本人）が本人の口座か
ら振替納付する場合　
②本人の年金収入が180万円未満の方のうち、連帯納付義務者（世帯主又は配偶
者）がいる方で、その口座から振替納付する場合

希望される方は、税務課までお問い合わせください。8月20日（水）までに手続きを行われた
方は、10月分から口座振替への変更手続きを行います。
それ以降の申請については、12月分以降のお取り扱いになりますのでご了承ください。



思いやりと交流で創る 新生文化都市
SHIMOTSUKE-CITY
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国民年金
だより
問い合わせ先
保険年金課

1（40）5558

老齢基礎年金の

繰り上げ
・繰り下げ支給

について
■老齢基礎年金繰り上げ受給
国民年金の老齢基礎年金は65歳から受けるのが基本です。本人が希望すれば60歳からでも受けることができ

ます。この場合、受ける年金額が65歳から受け始める年金額に比べ減額されます。減額率は、受給を希望し請
求した月から65歳になる月の前月までの月数に応じて1か月減るごとに0.5％ずつ低くなります。つまり、繰り上
げの請求を行う月によって減額率は異なります。なお、減額は一生続きますので注意が必要です。
年金を受ける手続きを裁定請求といい、国民年金の裁定請求の手続きは、市区町村役場の国民年金の窓口

（第3号被保険者期間がある場合は社会保険事務所・社会保険事務局の事務所）で行います。
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■老齢基礎年金繰り下げ受給
国民年金の老齢基礎年金は65歳から受けるのが基本です。本人が希望すれば、66歳から70歳までの希望する

ときから年金を受けることもできます。この場合、受ける年金額が65歳から受け始める年金額に比べ増額され
ます。増額率は、65歳になった月から繰り下げの申し出を行った月の前月までの月数に応じて1か月増すごとに
0.7％ずつ高くなります。つまり、繰り下げの請求を行う月によって増額率は異なります。 ただし、昭和16年4
月1日以前に生まれた方は、66歳で受け始めた場合は12％、67歳では26％、68歳では43％、69歳では64％、70歳
では88％の増額となります。

「ねんきん特別便」に関する年金確認用の端末を
保険年金課に設置しています！

設置するオンライン端末機は、社会保険事務所で使用しているものと同様の機能となっているため、
「ねんきん特別便」で疑問が生じている年金加入記録や納付記録の検索が可能になります。
確認後、不備等があれば栃木社会保険事務所にて相談して手続きをしていただくことになります。

相談対象者
「ねんきん特別便」が届いた下野市民
（代理人の場合は委任状及び「運転免許証等の本人確認ができるもの」が必要となります）
持参するもの
ねんきん特別便（必ず持参）・年金手帳・年金証書・年金記録が疑問となっているところの企業名や記
憶のメモ等

相談日時
市役所開庁日　午前9時から午後5時まで（正午から午後1時までを除く）



思いやりと交流で創る 新生文化都市
SHIMOTSUKE-CITY
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保 健
Health Information

便 り
Health Information

健康増進課 152-1116（きらら館）問い合わせ先

感染症法に定められた結核定期検診（胸部間接レントゲン検診）を次のように実施します。この検診の対象
者は65歳以上（平成21年3月31日基準）の方で、毎年1回の検診となります。レントゲン検診車が市内を巡回し
ますので、市から郵送された受診票をご持参のうえ、最寄りの会場で受診してください。
検査結果は、異常のある方のみお知らせし、医療機関で精密検査を受診していただくようになります。

（検診結果通知は、国分寺地区検診終了後約1か月かかりますので、ご了承ください。）
なお、勤務先で受診される方や医療機関で定期的に結核検診を受診されている方、集団検診等で肺がん検診

を受診される方は、この結核検診の必要はありませんので、健康増進課までご連絡ください。

結核定期健診（国分寺地区）のお知らせ

健 診 結 果 説 明 会
健診結果について分からない点や食生活の改善点等について、保健師・管理栄養士が個別にアドバイス

します。ぜひご参加ください（申し込み不要）
対　　象 下野市民で健診を受けた方
受付時間 午前9時30分～11時
持 ち 物 健診の受診結果

日　　程
9月10日（水）
10月15日（水）
11月19日（水）
1月 7日（水）

実施場所
ゆうゆう館
グリーンタウンコミュニティセンター
きらら館
ゆうゆう館
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開催日
8月18日（月）
8月19日（火）
8月20日（水）

8月21日（木）

8月25日（月）

8月26日（火）
8月27日（水）

8月28日（木）

8月29日（金）

9月 2日（火）

9月 3日（水）

9月 4日（木）

9月 5日（金）
9月 8日（月）

9月 9日（火）

9月10日（水）
9月11日（木）
9月12日（金）

内　容
3歳児健診
4か月児健診
ポピーくらぶ
1歳6か月児健診
特定健診・がん検診
婦人科検診
青年期生活習慣病検診
特定健診・がん検診
婦人科検診
青年期生活習慣病検診
ポピーくらぶ
ポリオ予防接種
ポピーくらぶ
4か月児健診
特定健診・がん検診
婦人科検診
青年期生活習慣病検診
9か月児健診
3歳児健診
特定健診・がん検診
婦人科検診
青年期生活習慣病検診
ポピーくらぶ
育児相談
赤ちゃん広場
特定健診・がん検診
婦人科検診
青年期生活習慣病検診
ポピーくらぶ
3歳児健診
特定健診・がん検診
婦人科検診
青年期生活習慣病検診
1歳6か月児健診
ポピーくらぶ
9か月児健診
ポリオ予防接種

受付時間
13:00～13:30
13:00～13:30
10:00～11:30
13:00～13:30

8:30～10:30

8:30～10:30

10:00～10:30
13:30～14:00
10:00～11:30
13:00～13:30

8:30～10:30

9:30～10:00
13:00～13:30

8:30～10:30

10:00～11:30
9:30～11:00
10:00～10:10

8:30～10:30

10:00～10:30
13:00～13:30

8:30～10:30

13:00～13:30
10:00～11:30
13:00～13:30
13:30～14:00

対　象　者（地区名）
平成17年5月生（国分寺・南河内）
平成20年4月生（石橋）
就園前のお子さん
平成19年1月生（国分寺・南河内）

事前申し込み必要

事前申し込み必要

1歳6か月～就園前のお子さん、リトミックを行います
生後3か月～90か月までのお子さんで2回接種していない方
就園前のお子さん
平成20年4月生（国分寺・南河内）

事前申し込み必要

平成19年12月生（石橋）
平成17年6月生（石橋）

事前申し込み必要

就園前のお子さん
就園前のお子さん
平成20年5月・6月生

事前申し込み必要

8か月～1歳6か月のお子さん、リトミックを行います
平成17年6月生（国分寺・南河内）

事前申し込み必要

平成19年2月生（石橋）
就園前のお子さん
平成19年12月生（国分寺・南河内）
生後3か月～90か月までのお子さんで2回接種していない方

場　所
ゆうゆう館
き ら ら 館
き ら ら 館
ゆうゆう館

南河内公民館

ゆうゆう館

き ら ら 館
ゆうゆう館
き ら ら 館
ゆうゆう館

ゆうゆう館

き ら ら 館

南河内公民館

き ら ら 館
ゆうゆう館
ゆうゆう館

き ら ら 館

き ら ら 館
ゆうゆう館

ＧＴコミセン

き ら ら 館
き ら ら 館
ゆうゆう館
き ら ら 館

自動体外式除細動器（AED）の貸し出しを行います
市では、8月1日から市内で開催される各種イベントでの救急救命活動に備えるため、主催する団体に自動

体外式除細動器（AED）の貸し出しを行います。

●貸し出し対象イベント
市内で開催され、市民を含む複数の方が参加するスポーツ競技その他の各種イベント、祭典・式典・講習会等

●貸し出し期間 7日以内 ●貸し出し費用 無　料
※貸し出しにあたっては、イベント開催中、医療従事者もしくは講習会（普通救命）の受講終了者が配置さ
れていることが条件です。

●貸し出し担当課 スポーツ振興課（大松山1－7－1 勤労青少年ホーム内　152-1124）
●講習会に関しての申し込み・問い合わせ先 石橋消防本部警防課救急救助係 153-6167
講習会（普通救命）については、石橋消防本部にて定期的（年4回、3・6・9・12月の第3土曜日）に実施し

ているほか、10人以上の受講者が集まれば随時対応していただけます。
その他、不明な点は健康増進課（きらら館内）152-1116までお問い合わせください。
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今年の6月1日から、道路交通法の一部が改正されています。主な内容は次のとおりです。

自動車運転者は助手席以外の座席の同乗者にもシートベルトを着用さ
せなければなりません
運転者、助手席同乗者だけでなく、後部席などの同乗者のシートベルト着用

が義務となり、運転者は自動車を運転するときは同乗者全員にシートベルトを
装着させなければなりません。ただし、もともと後部座席にシートベルト装備
がないなどの場合は除外されます。
【罰則等】基礎点数1点（高速自動車国道・自動車専用道路における違反のみ）

75歳以上の普通自動車運転者は「高齢運転者標識
（もみじマーク）」を表示しなければなりません

【罰則等】2万円以下の罰金、基礎点数1点、反則金4,000円

「聴覚障害者標識」の表示が義務づけられました
ワイドミラーの使用を免許条件として付された運転者が普通乗用自動車を運転

するときは、その車の前面及び後面に「聴覚障害者標識」を表示しなければなり
ません。
【罰則等】2万円以下の罰金、基礎点数1点、反則金4,000円

普通自転車は、「歩道通行可」の標識がない場所では、原則車道通行と
なりますが、「子供や高齢者が運転する場合」や「車道通行が危険な場
合」には歩道を通行することができるようになりました
これまでのように標識がある場所のほか、次のときにも歩道通行ができます。
①以下の者が運転するとき
・児童（6歳以上13歳未満）や幼児（6歳未満）
・70歳以上の高齢者
・内閣府令で定める障害（視覚・聴覚等の障害、音声・言語等の機能障害、
肢体不自由など）のある身体障害者
②車道または交通の状況に照らして、安全な通行のためにやむを得ないと認められる場合（例：道路工事
等）
「自転車は車道通行が原則」であることに変わりはありません。

13歳未満の子供を自転車に乗車させるとき、保護者はヘルメットを着
用させるよう努めなければなりません
「乗車させるとき」とは
・児童・幼児に自転車を運転させるとき
・保護者などが補助いす等で幼児を自転車に同乗させるとき

ご存知ですか？　改正道路交通法

生活課 140-5555問い合わせ先
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一
人
ひ
と
り
が
心
豊
か
に

生
き
が
い
の
あ
る
人
生
を

送
れ
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す

●
定
　
員

40
名

●
受
講
料

無
料
（
1
回
の
み
の
受

講
も
可
）

●
会
　
場

下
野
市
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

（
第
4
回
の
み
）
南
河
内
公
民
館

ホ
ー
ル
　

●
申
込
期
日

い
ず
れ
も
開
催
日
の
1
週
間
前

※
内
容
、
開
催
期
日
に
つ
い
て
は
、

都
合
で
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
（
石
橋
庁
舎
2
階
）

1（
52
）1
1
1
9

国
分
寺
中
学
校
で
親
子

研
修
会
を
実
施

〜
子
ど
も
た
ち
と
ケ
ー
タ
イ
イ
ン
　

タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
実
態
〜

7
月
2
日（
水
）
国
分
寺
中
学
校

体
育
館
に
お
い
て
、、
青
少
年
メ
デ

ィ
ア
研
究
会
企
画
調
査
員
加
藤
千
枝

氏
を
迎
え
、
3
年
生
と
そ
の
保
護
者
、

300
名
を
対
象
に
、
携
帯
電
話
と
ネ

ッ
ト
利
用
に
つ
い
て
の
親
子
研
修
会

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
保
護
者
か
ら
は
、「
携

帯
電
話
は
、
単
な
る
電
話
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
今
日
の
研
修
会
で
親

の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
子
ど
も
た
ち

が
有
害
情
報
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
知
り
、
恐
ろ
し
く
な
り

ま
し
た
。
携
帯
電
話
の
使
い
方
に
つ

い
て
、
家
庭
内
で
ル
ー
ル
作
り
を
し

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。」
な
ど
、
知

ら
な
か
っ
た
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
、

子
ど
も
と
携
帯
電
話
の
関
係
に
つ
い

て
、
改
め
て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

皆
さ
ま
の
ご
家
庭
で
も
、
携
帯
電

話
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
考
え
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

平
成
20
年
度
青
少
年
育
成
市
民
会
議

「
青
少
年
育
成
活
動
助
成
金
」
交
付
事

業
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

下
野
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
で

は
、
市
内
の
子
ど
も
達
を
育
成
す
る

活
動
を
行
う
団
体
等
に
対
し
て
、
事

業
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

助
成
は
、
一
活
動
一
事
業
と
し
、

3
0，

0
0
0
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
（
石
橋
庁
舎
2
階
）

1（
52
）1
1
1
9

下
野
市
生
涯
学
習
推
進
計
画

が
策
定
さ
れ
ま
し
た

〜
生
涯
学
習
の
推
進
に
向
け
て
〜

平
成
19
年
7
月
20
付
け
で
、
下
野

市
生
涯
学
習
推
進
計
画
の
策
定
に
つ

い
て
、
下
野
市
生
涯
学
習
推
進
本
部

（
本
部
長：

広
瀬
寿
雄
市
長
）
か
ら
、

諮
問
を
受
け
た
下
野
市
生
涯
学
習
推

進
協
議
会
（
平
成
19
年
度
会
長：

伊

澤
敬
一
郎
氏
）
は
、
6
月
30
日（
月
）

に
開
催
さ
れ
た
本
部
会
に
お
い
て
答

申
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

こ
の
下
野
市
生
涯
学
習
推
進
計
画

は
、
生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
い
て
の

基
本
的
な
考
え
方
と
推
進
基
本
計

画
、
推
進
事
業
計
画
を
行
政
と
市
民

代
表
の
両
者
の
協
働
に
よ
っ
て
策
定

し
た
計
画
で
、
今
後
8
年
間
の
下
野

市
の
指
針
と
な
る
べ
き
計
画
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
計
画
に
基
づ
い

て
生
涯
学
習
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

こ
の
た
び
、
市
民
の
方
よ
り
生

涯
学
習
事
業
の
充
実
・
発
展
の
た

め
に
1
0
0，

0
0
0
円
と
教
育

機
材
等
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
ご
厚
意
に
深
く
感
謝
す
る
と

共
に
生
涯
学
習
活
動
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
内
　
容

「
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
。

大
丈
夫
。
あ
な
た
は
大
切
な
人
。」

〜
カ
リ
ヨ
ン
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
　

活
動
を
通
し
て
〜

第
3
回

●
日
　
時

1
月
15
日（
水
）午
後
1
時
30
分
〜

●
講
　
師

高
根
沢
町
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

「
ひ
よ
こ
の
家
」

教
育
相
談
員
　
田
内
　
幸
子
　
氏

高
根
沢
町
こ
ど
も
み
ら
い
課

課
長
　
阿
久
津
　
正
　
氏

●
内
　
容

「
学
ぶ
権
利
」「
遊
ぶ
権
利
」「
生
き
る

権
利
」
を
地
域
で
支
援
す
る
た
め
に
。

第
4
回

●
日
　
時

3
月
13
日（
金
）午
後
1
時
30
分
〜

●
講
　
師

映
画
『
こ
ん
ば
ん
は
』
監
督

森
　
康
行
　
氏
　

●
内
　
容

「
生
き
る
た
め
の
学
び
」

〜
映
画
視
聴
「
こ
ん
ば
ん
は
」

＆
講
義
〜

下
野
市
市
民
人
権
講
座

受
講
生
募
集

〜
こ
ど
も
を
取
り
巻
く
育
成

環
境
と
人
権
に
つ
い
て
〜

今
、
こ
ど
も
た
ち
の
生
活
、
権
利
、

学
習
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

人
間
関
係
の
希
薄
化
に
加
え
、
絶

え
る
こ
と
の
な
い
こ
ど
も
へ
の
暴

力
、
こ
ど
も
の
人
権
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

第
1
回

●
日
　
時

8
月
28
日（
木
）午
後
1
時
30
分
〜

●
講
　
師

早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
教
授
　

増
山
　
均
　
氏

●
内
　
容

「
子
ど
も
の
権
利
と
子
ど
も
観
を

問
い
直
す
」

第
2
回

●
日
　
時

10
月
15
日（
水
）午
後
1
時
30
分
〜

●
講
　
師

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
カ
リ
ヨ
ン
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

理
事
　
一
場
　
順
子
　
氏
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家
庭
教
育
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー

研
修
受
講
者
募
集

家
族
形
態
の
変
化
や
、
近
隣
と

の
人
間
関
係
の
希
薄
化
が
進
み
、

子
育
て
に
関
し
て
不
安
を
感
じ
て

い
る
家
族
が
増
え
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
青
少
年
が
抱
え
る
悩
み
や

問
題
も
多
岐
に
わ
た
り
、
深
刻
化

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、

家
庭
教
育
に
つ
い
て
自
主
的
に
学

習
や
相
談
活
動
を
行
い
、
地
域
に

根
ざ
し
た
支
援
・
援
助
が
で
き
る

方
の
養
成
を
目
指
し
た
講
座
で
す
。

●
主
　
催

栃
木
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

●
研
修
期
間

9
月
25
日
（
木
）
か
ら
1
月
21
日

（
水
）ま
で
の
全
8
回

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
対
　
象

地
域
に
お
い
て
家
庭
教
育
の
支

援
に
携
わ
っ
て
い
る
方
及
び
活
動

の
意
欲
を
も
っ
て
い
る
方
で
、
全

日
程
の
8
割
以
上
出
席
で
き
る
方

●
受
講
料

無
　
料

●
募
集
締
切

9
月
3
日（
水
）

●
募
集
定
員

2
名

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課

1（
52
）1
1
1
9

5（
52
）2
6
2
4

な
す
高
原
自
然
の
家
主
催
事
業

エ
ン
ジ
ョ
イ
ネ
イ
チ
ャ
ー

『
プ
ロ
が
伝
授
！

山
写
真
の
コ
ツ
教
え
ま
す
』

講
師
に
山
写
真
の
撮
り
方
の
ポ

イ
ン
ト
を
教
わ
り
な
が
ら
、
実
際

に
那
須
の
山
々
を
登
山
し
て
、
お

気
に
入
り
の
風
景
を
カ
メ
ラ
に
収

め
ま
す
。
作
品
は
、
オ
ー
プ
ン
デ

ー
で
展
示
し
ま
す
。

●
主
　
催

な
す
高
原
自
然
の
家

●
講
　
師

信
太
　
一
高
　
氏

（
日
本
写
真
家
協
会
会
員
。
ア

マ
チ
ュ
ア
の
た
め
の
写
真
塾
主
宰
）

●
期
　
日

9
月
20
日（
土
）

〜
21
日（
日
）

●
対
　
象

成
人
　
20
名

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

に
な
り
ま
す
。

●
会
　
場茶

臼
岳
・
沼
原
湿
原
・

八
幡
ツ
ツ
ジ
園
　
他

●
宿
泊
先

な
す
高
原
自
然
の
家

●
参
加
費

8，

0
0
0
円（
県
内
）

●
申
し
込
み

は
が
き
、
F
A
X
、
電
話
で

「
な
す
高
原
自
然
の
家
」
へ
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

は
が
き
、
F
A
X
で
の
お
申
し

込
み
の
場
合
、
氏
名
、
ふ
り
が
な
、

性
別
、
年
齢
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

電
話
番
号
を
ご
記
入
く
だ
さ
い

●
申
し
込
み
締
切

8
月
20
日（
水
）必
着

●
そ
の
他

参
加
者
に
は
後
日
、
日
程
等
の

詳
し
い
案
内
書
等
を
お
送
り
し
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

な
す
高
原
自
然
の
家

1
0
2
8
7（
76
）6
2
4
0

5
0
2
8
7（
76
）6
2
4
1

地
域
を
応
援
し
ま
す

下
都
賀
教
育
事
務
所
ふ
れ
あ
い

学
習
課
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
、
家

庭
教
育
に
関
す
る
研
修
、
子
ど
も

会
育
成
会
等
、
地
域
で
活
躍
す
る

指
導
者
の
た
め
の
、
各
種
研
修
の

講
師
を
無
償
で
お
引
き
受
け
し
ま

す
。内

容
・
学
習
方
法
・
時
間
に
つ

い
て
は
、
要
望
に
応
じ
て
対
応
し

ま
す
。（
夜
間
、
土
・
日
・
祝
祭
日

も
対
応
可
）

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

下
都
賀
教
育
事
務
所

ふ
れ
あ
い
学
習
課

1
0
2
8
2（
23
）3
4
2
2

5
0
2
8
2（
23
）3
5
0
2

映画「那須少年記」下野市上映会
グ リ ム の 館 9／27（土） 10：30～、13：30～、18：30～
南河内公民館 9／27（土） 10：30～、13：30～、18：30～
国分寺公民館 9／28（日） 10：30～、13：30～
南河内東公民館 9／28（日） 10：30～、13：30～

昭和30年代の那須地方を舞台に、美しい那須高原の大自然と、
悩みながらも成長する中学生たちとそれを温かく見守る女性教師の通い合う心を描いた映画です。

●前 売 券 一般　1,200円（当日券1,500円）、小中高生　800円（当日券1,000円）
●発売場所 実行委員会事務局（石橋庁舎2階生涯学習課）、グリムの館、市内各公民館窓口
●主　　催 映画「那須少年記」下野市上映実行委員会（事務局：生涯学習課　52-1119 ）

たくさんの市民に鑑賞してもらい、映画のメッセージから自然豊かな郷土愛を育むとともに、青少年
を育むまちづくりを考える契機としていただければ幸いです。
先生との絆、親との絆、友との絆、貧しくても心豊かなであった生活など、あの頃あった確かなものを、
みなさんも感じ取ることができることでしょう。

出演者に栃木県出身の平山あやさんやつぶやきシローさんのほか、栃木県
上映推進委員会名誉会長の福田富一知事もちょっとだけ出演しています。耳寄り情報！
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地
域
づ
く
り
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
求
む
！

―
地
域
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
―

☆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
は

☆
地
域
づ
く
り
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
は

☆
行
事
が
円
滑
に
進
む
と
ど
う
な
る
？

☆
地
域
が
元
気
に
な
る
と
ど
う
な
る
？

☆
「
明
る
い
ま
ち
」
を
つ
く
る
に
は
？

平
成
20
年
度
講
座
内
容

●
開
催
日
程
と
内
容
（
全
5
回
）

第
１
回

9
月
9
日（
火
）

「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
は
」

第
２
回

9
月
25
日（
木
）

「
事
例
研
究
」

第
３
回

10
月
9
日（
木
）

「
事
業
提
案
手
法
①
」

第
４
回

10
月
23
日（
木
）

「
事
業
提
案
手
法
②
」

第
５
回

11
月
6
日（
木
）

「
事
業
提
案
発
表
」

※
内
容
は
、
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●
開
催
時
間
（
全
回
共
通
）

午
後
2
時
〜
4
時

●
開
催
場
所
（
全
回
共
通
）

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

●
申
込
期
間
及
び
時
間

・
8
月
1
日
〜
8
月
30
日

（
水
曜
日
・
日
曜
日
を
除
く
）

・
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
30
分

●
参
加
費

無
　
料

●
定
　
員

40
名
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み
先

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

（
電
話
申
し
込
み
可
）

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
通
信（
第
５
号
）

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
通
信（
第
５
号
）

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

1
40
‐
0
9
1
1

センター利用登録団体自己紹介⑤

環境問題を考える会
当会は1998年、旧国分寺町柴地区に計画された民間産廃処理施設の

建設を阻止するため、旧南河内町・旧国分寺町を中心とした住民団体
として発足しました。この建設は両町を上げての反対運動と旧国分寺
町の英断により阻止されましたが、これを契機にごみ問題を含む地域
の環境問題への取り組みを継続して現在に至ります。これまでの主な
活動としては、小山広域保険衛生組合との懇談会、旧南河内町の環境
基本条例策定への参加、容器包装リサイクル法の改正を求める全国ネ
ット活動、無農薬有機農業を奨励するため枝豆トラストの開催等があ
り、この間に各種講演会や見学会の開催、会報の発行、インターネッ
トによる情報発信、他の環境市民団体との交流等を行っています。
ごみ問題に限らず、地域の環境問題は行政・事業者・市民の相互協

力なしには解決できません。そのためには市民一人ひとりの参加が不
可欠です。環境問題に関心のある皆さん、当会に参加して共に行動し
てみませんか。問い合わせ先・詳細は以下まで。
電　 話：44-5280（岡本）、44-9233（平戸）、44-6891（益子）
Eメール：kankyomk@ja2.so-net.ne.jp
ホームページ：http://www005.upp.so-net.ne.jp/kankyomk/

環境問題を考える会総会の記念講演

枝豆トラストの枝豆収穫の様子
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QRコード

石
橋
図
書
館
催
し
物
の
ご
案
内

●
お
は
な
し
会

8
月
16
日（
第
3
土
曜
日
）

絵
　
本

「
テ
ィ
ッ
チ
」

「
ぶ
か
ぶ
か
テ
ィ
ッ
チ
」

「
こ
ぶ
じ
い
さ
ま
」

9
月
6
日（
第
１
土
曜
日
）

絵
　
本

「
も
も
た
ろ
う
」

「
か
い
じ
ゅ
う
た
ち
の
い
る
と
こ
ろ
」

時
　
間

午
後
2
時
〜

場
　
所

1
階
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
親
子
ふ
れ
あ
い
映
画
会

8
月
16
日（
第
3
土
曜
日
）

時
　
間

午
後
3
時
〜

場
　
所

2
階
視
聴
覚
室

●
児
童
・
生
徒
作
品
展

8
月
2
日（
土
）
〜

8
月
31
日（
日
）

細
谷
小
学
校
の
児
童
の
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

場
　
所

1
階
展
示
コ
ー
ナ
ー

国
分
寺
図
書
館
催
し
物
の
ご
案
内

●
読
書
会

8
月
30
日（
第
5
土
曜
日
）

東
野
　
圭
吾
　
著
『
手
紙
』

を
読
ん
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時
　
間

午
前
10
時
〜

場
　
所

2
階
視
聴
覚
室

南
河
内
図
書
館
催
し
物
の
ご
案
内

●
紙
し
ば
い
＆
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

8
月
9
日（
第
2
土
曜
日
）

①
午
後
2
時
〜（
幼
児
向
け
）

紙
芝
居

「
ま
い
ご
の
ね
こ
は
ど
こ
だ
ワ
ン
？
」

絵
　
本

「
お
は
よ
う
ひ
ま
わ
り
く
ん
」

「
ち
い
さ
い
カ
ブ
ち
ゃ
ん
」

②
午
後
3
時
〜（
低
学
年
児
童
向
け
）

紙
芝
居

「
お
に
に
さ
ら
わ
れ
た
あ
ね
こ
」

絵
　
本

「
く
も
の
ニ
イ
ド
」

「
ひ
ょ
ろ
の
っ
ぽ
く
ん
」

場
　
所

1
階
お
話
コ
ー
ナ
ー

8
月
23
日（
第
4
土
曜
日
）

①
午
後
2
時
〜（
幼
児
向
け
）

紙
芝
居

「
た
ろ
う
が
る
す
ば
ん
し
て
い
る
と
」

絵
　
本

「
だ
め
だ
め
す
い
か
」

「
ぞ
う
さ
ん
の
ふ
と
ん
」

②
午
後
3
時
〜（
低
学
年
児
童
向
け
）

紙
芝
居

「
ば
け
も
の
で
ら
」

絵
　
本

「
が
た
ご
と
ば
ん
た
ん
」

「
し
ょ
う
太
と
ね
こ
の
サ
ー
カ
ス
」

場
　
所

1
階
お
話
コ
ー
ナ
ー

＜一般書＞

おいしいから毎日食べたいお酢料理………………村田裕子
ＲＵＲＩＫＯ…………………………………………林真理子
さよなら渓谷…………………………………………吉田修一
月とメロン……………………………………………丸谷才一
南総里見白珠伝………………………………………米村圭伍
何も持たず存在するということ……………………角田光代
アフガンの男上・下 …………フレデリック･フォーサイス
＜児童書＞

「和」の名前絵事典由来から説き起こす …………三宮庄二
でんじろう先生の超うける実験ルームみんなびっくり ……米村でんじろう
復讐プランナー…………………………………あさのあつこ
みずくさむらとみずべむら …………カズコ･Ｇ・ストーン
きがきじゃない ………………アントワネット・ポーティス
リッキとにわとりのミア ………ヒド・ファン・ヘネヒテン
どうするどうするあなのなか………………きむらゆういち

石橋図書館 新着図書のご案内（一部）
＜一般書＞

おそろし……………………………………………宮部みゆき
あとの祭り人間も偽装が好き ……………………渡辺淳一
霧の山影………………………………………………森村誠一
我、言挙げす………………………………………宇江佐真理
非常識家族……………………………………………曽野綾子
帰省未刊行エッセイ集 ……………………………藤沢周平
千本雨傘……………………………………………澤田ふじ子
プラチナタウン…………………………………………楡周平
＜児童書＞

こぶたのぶうぶそらをとぶ …………………あまんきみこ
キツネのおとうさんがニッコリわらっていいました ……みやにしたつや
お化け屋敷へようこそ…………………………………川端誠
おおきくおおきくおおきくなると………………佐藤ひとみ
けいこちゃん……………………………………あまんきみこ
これ、ぼくの宝物です………………………………山下奈美

国分寺図書館 新着図書のご案内（一部）
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１

２

３

講　　座　　名

灯下親しむ（百人一首と

歌人たち）

男の料理教室（年越しそ

ば作りに挑戦）

エアロビクスで軽やかに

実　　施　　日

10月22日（水）

11月5日（水）、19日（水）

12月10日（水）

11月21日（金）

12月5日（金）、19日（金）

10月16日（木）、23日（木）

11月13日（木）、27日（木）

時　　間

13:30～15:30

9:00～13:00

9:30～11:00

定　　員

20名

16名

15名

＜一般書＞

週末アジア！ …………………………………吉田友和

ユニセフではたらこう ………………………和氣邦夫

動物の赤ちゃんはなぜかわいい ……………増井光子

よくわかる最新バイオ燃料の基本と仕組み………井熊均

昭和の玉手箱 ………………………………赤瀬川原平

千両花嫁 ………………………………………山本兼一

荒野 ……………………………………………桜庭一樹

＜児童書＞

クマのすむ山 ……………………………………宮崎学

やまんば妖怪学校① …………………………末吉暁子

危機のドラゴン ……………………レベッカ・ラップ

わたしはおにぎり ………………………………赤川明

きがくれたおくりもの ………………おおはしえみこ

ロンドン橋がおちまする！ ………ピーター・スピア

南河内図書館 新着図書のご案内（一部）図書館まつりを開催します！
●開催日 8月23日（土） ●場 所 国分寺図書館

内　　容

古書・雑誌リサイクル（無料）

お話しポケットの会（先着30名）
・大形絵本 『おじいちゃん
のごくらくごくらく』
・ペープサート『ばけくら
べ』
図書館友の会　 （先着30名）
・輪投げ＆ゲーム

・むかし話と童謡を歌おう

子供映画会
・きもだめしのばん（15分）
・鬼がら（27分）
・ちびまるこちゃん1人きり
の日曜日（12分）
・10＋1ぴきのかえる（12分）

場　所
旧保健センター
ロビー

図書館2階
視聴覚室

図書館1階
お話しコーナー
図書館2階
視聴覚室

図書館2階
視聴覚室

時間

9:30～

10:00
～11:00

11:00
～12:00

13:30
～15:00

朗読ボランティア養成講座　参加者募集
発音・発声の基礎、文章の意味・内容を聞き手に正確に伝えることを学びます。
講座終了後は、読み語りなどのボランティアとしてご協力をお願いします。

●日　時 8月29日（金）、9月2日（木）・11日（木）・18日（木）・25日（木） 午前10時～正午
●場　所 南河内図書館2階会議室　　　　●講　師 宇佐美　玲子先生
●定　員 20名（市内在住・在勤者）応募者多数の場合は抽選
●受　付 8月9日（土）～20日（水）までに、電話または窓口へ申し込みください。
●申し込み・問い合わせ先 南河内図書館 148-2395

石橋公民館後期講座のご案内
「公民館からこんにちは」の学習案内を再度ご案内します。

申し込みは、「公民館からこんにちは」の巻末のハガキに講座名を記入して、石橋公民館に直接申込み
ください。（8月22日（金）午前9時から受付します）
電話での申込みはご遠慮ください。

石橋公民館　152-1157問い合わせ先
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国分寺公民館ゴーゴー学び塾【後期】の受講生を募集します！
小中学生対象の講座です。 秋から始まる国分寺公民館ゴーゴー学び塾【後期】の受講生を募集します。

申し込みは、国分寺公民館に備えてある申込書または市ホームページから申込書をダウンロードして、国
分寺公民館窓口に直接提出してください。

申込み締め切り　9月6日（土）午後5時30分 ※定員を超えた場合は、抽選となります。

※1）開催日や開催場所は、他の事業や講師の都合などで変更する場合があります。
※2）応募数が少ない講座は、中止になる場合があります。

国分寺公民館 140-5563問い合わせ先

国分寺公民館エアロビクス教室募集のお知らせ
＜一時保育希望のママさんコース＞
エアロビクスで、仲間づくりと健康づくり。心も体もリフレッシュ！！
●対　　象 市内在住の託児希望の子育て中のママさん
●日　　時 10月7・21日、11月11・18日、12月2日（火曜日全5回）

午前10時～11時15分（含：準備、片付け）
●講　　師 黒崎　清美　先生（大平町在住） ●定　員 20名　　　●参加費 無料
●申し込み 9/2（火）～9/20（土）までに、国分寺公民館に備えてある申込書で、直接、窓口に申し込んで

ください。（定員を超えた場合は、初めての方優先になります）

講　座　名 講　　師 開　　催　　日 開催時間 開催場所 対　象 材料費等 用意するもの
こども

いけばな教室

礼法（マナー）

楽しい英語
レッスン

フラワー
アレンジメント

押し花アート

花ゆいあーと

将　　棋

囲　　碁

茶道教室

茶道子ども教室

書　　道

グラスアート＆
香りの花せっけん
工作遊び
（遊具を作っ
て遊ぼう）
おもしろ
理科実験
グラウンド
ゴルフ

ゲートボール

刑部郊舟先生

横溝トシ子先生

菊地喜平先生

九鬼真澄先生

海老原逸子先生

笠原俊子先生

保坂好市先生

土居円先生

谷原閑月先生

加藤芳月先生

関根英春先生

森　政美先生

五十畑直先生

吉住　正先生

関　惟夫先生

久保田徳郎先生

10/11、11/15、12/6、
12/20、1/17、2/21
10/25、11/22、12/20、
1/17、2/21
10/11,25、11/8,22、
12/13,20、1/10,24、
2/14,28、3/14
10/11、11/8、12/13、
2/14、3/14

10/12、12/14、2/1

11/15、12/6

10/4、10/11、11/8、
11/22、12/6、12/20、
1/17、2/14、3/14
10/12、10/26、11/9、
12/14、1/11、1/25、
2/22、3/8
10/11、10/18、11/8、
11/15、12/6、12/13、
1/10、1/17、2/14、
10/5,26、11/9,30、
12/14、1/25、2/1,8

12/20、26

10/4、12/6

10/12、11/9、12/14

10/5、10/18、12/7、
1/17
10/18、11/22、12/20、
1/17、2/21、3/28
10/11,25、11/15,29、
12/6

10:00～
11:30
9:30～
11:00

9:00～
10:30

10:00～
12:00

10:00～
12:00

10:00～
11:30

9:00～
12:00

9:00～
12:00

10:00～
12:00

10:00～
12:00
9:30～
11:30
9:30～
11:30

10:00～
12:00

10:00～
12:00
9:00～
11:00
9:00～
11:00

研修室

和室、
研修室

研修室

研修室

研修室

会議室

和室、
研修室

研修室

茶室

茶室

和室

会議室

研修室

研修室

国分寺運動公園
Ｄグラウンド

日酸公園

小・中学生

小・中学生

小・中学生

小 学 生

小 学 生
2名以上

小 学 生

小2～中学生
3～10名

小・中学生
1～10名

小・中学生
5～10名

小・中学生
5～15名
小 学 生
1～20名
小・中学生
5～18名

小 学 生
5～20名

小3～6年生
1～20名
小 学 生
3～10名
小・中学生
5～10名

800円/回

500円×4回
（11～2月）

な　し
（必要に応じて徴収）

1,000円/回

1,000円前後
その都度

1,000円/回

テキスト代
1,000円前後

なし

300円/回

300円/回

な　し

500～900円
その都度

50～100円
その都度

100円/回

な　し

な　し

筆記用具

筆記用具のほか、
必要に応じて

筆記用具のほか、
必要に応じて

花切はさみ・
筆記用具

なし

花切はさみ・筆記用具

筆記用具

筆記用具

帛紗、古帛紗、扇子、懐紙、
楊子等（持っている人は持参）

なし

書道用具一式のほ
か規定の用紙など
はさみ・タオル・
新聞紙・筆記用具
はさみ・定規・彫
刻刀等の工作用具・
材料・筆記用具

なし

タオル・飲物（スポ
ーツドリンク等）
タオル・飲物（スポ
ーツドリンク等）



18

Let's SPORTSLet's SPORTS
申し込み・問い合わせ先

スポーツ振興課
1５２－１１２４

平成20年度後期市民卓球教室開催案内
卓球を始める初心者と、初・中級者の技術の向上を目指し教室を開催します。

●主　　催 下野市体育協会卓球部
●日　　時 9月20日・27日、10月4日・11日・18日　　毎週土曜日全5回　

午前9時30分から正午まで
●場　　所 南河内体育センター
●参加対象 小学校3年生以上の市内在住・在勤者（親子での参加大歓迎です。）
●参 加 費 1人1,000円（保険料等を含む）

※当日、会場受付で徴収します。なお参加回数による参加費の変更はありません
●定　　員 70名
●申 込 み 8月18日（月）午前9時から9月12日（金）午後5時までに下野市勤労青少年ホーム、南河内体育

センター、国分寺海洋センター各窓口にお申込みください。参加申込書は各地区窓口に用意
してあります。※電話での受付は行いません。

●そ の 他 キャンセルは9月12日（金）午後5時までとします。卓球ラケット、体育館シューズは各自ご
用意ください。

●問 合 せ 下野市体育協会卓球部　理事長　水越　健次　144-2382（22：00～24：00でお願いします）

平成20年度関東体育指導委員協議会表彰

6月6日（金）に那須塩原市で開催された平成20年
度関東体育指導委員研究大会において、市体育指
導委員の梁島耕治さんが「関東体育指導委員協議
会表彰」を受けられました。長年にわたり地域ス
ポーツの普及振興に尽力していただいていること
での表彰です。これからの益々のご活躍を期待し
ています。おめでとうございます。

受賞した梁島耕治氏

市民体育祭キンボール大会を
開催しました

市内32自治会の参加で開催されたキンボール大
会は、6月15日（日）に市内3会場で予選リーグを行
い、6月22日（日）に勝ち残った3自治会による決勝
戦が行われました。
大会結果は次のとおりです。
優　勝 若林南自治会　
準優勝 鈴苅町自治会
第3位 柴南2自治会
今後、10月12日（日）に各地区大運動会、11月16

日（日）にティーボール大会を開催しますので皆様
奮ってご参加ください。

大会の様子 優勝した若林南自治会の選手

熱中症にご注意ください。水分をこまめに補給しましょう！
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下野市テニス協会主催教室＆大会開催のお知らせ下野市テニス協会主催教室＆大会開催のお知らせ
平成20年度下野市テニス教室

テニスを楽しみたい、ステップアップを目指したい初心者から中級者の方のご参加をお待ちしています。
●日　　時 9月6日・13日・20日・27日、10月4日（毎週土曜日） 19時～21時

（予備日：10月11日・18日）
●会　　場 国分寺運動公園テニスコート
●募集人員 32名（定員になり次第受付終了します。）
●参加資格 下野市在住・在勤・在学（高校生以上）の方
●参 加 費 3,000円（参加費は参加回数に関わらず一律です。）※申込時納入
●受付期間 8月18日（月）午前9時から8月29日（金）午後5時まで
●申込方法 スポーツ振興課（勤労青少年ホーム）窓口で申込書に記入し参加費を添えて申し込んでくだ

さい。
※ 1回の申し込みにつき1人1名の申し込みとなります。
※受付開始時点で参加希望者が定員を上回る場合はその場で抽選となります。（抽選対象者には整理券を
配付します。）
※整理券配付後にお越しになった方については抽選に参加できませんのでご了承ください。

第3回下野市夏季ジュニアテニス大会（シングルス）
●日　　時 8月23日（土）8：30集合　9：00開始（予備日　8月30日）
●種　　目 ・中学生男子　・中学生女子　・小学5・6年生男子　・小学5・6年生女子

・小学4年生以下男子　・小学４年生以下女子
●試合方法 中学生：6ゲームマッチタイブレーク（ノーアドバンテージ方式）

小学5・6年生：6ゲーム先取（ノーアドバンテージ方式）
小学4年生以下：4ゲーム先取（ノーアドバンテージ方式）
※ただし、参加申込者人数によっては、予選リーグ方式やコンソレマッチを取り入れること
があります。

●会　　場 小学生：国分寺運動公園テニスコート
中学生：大松山運動公園テニスコート

●参加資格 下野市に在住・在学または下野市テニス協会が参加を認めた方
●参 加 費 1名　1,000円（当日徴収します）
●受付期間 8月1日（金）午前9時から8月16日（土）午後5時まで
●申込方法 スポーツ振興課（勤労青少年ホーム）窓口にて申込用紙に記入してください。

第3回下野市レディースビギナーズテニス大会（ダブルス）
●日　　時 9月12日（金）（予備日　9月19日）
●種　　目 レディースビギナーズ（初級者クラス、中級者クラス）
●試合方法 6ゲームマッチタイブレーク（セミノーアドバンテージ方式）

※ただし、参加申込者人数によっては、予選リーグ方式やコンソレマッチを取り入れること
があります。

●会　　場 国分寺運動公園テニスコート
●参加資格 下野市に在住・在勤を原則とします。（1名のみ市内在住・在勤者での申し込み可）
●参 加 費 1組　2,500円※申込時納入
●受付期間 8月25日（月）午前9時から9月1日（月）午後5時まで
●申込方法 スポーツ振興課（勤労青少年ホーム）窓口で申込書に記入し参加費を添えて申し込んでくだ

さい。



20

環境課　140-5559問い合わせ先

ごみ減量化エコクッキングアイデアコンテスト
下野市のごみ減量化を促進するため、市民のごみ処理に対する関心を高め一人ひとりの日常生活を見直し、

さらなるごみ減量化と環境への負担が少ない地域づくりを目指すため、コンテストを開催し広くアイデアを
募集します。
～あなたのアイデア募集します～
●応募条件 ごみ減量化エコクッキングアイデアで次の3つの条件を満たすこと。

1 市内で生産された農産物等を活かした料理
2 環境に配慮した作り方
3 独自の創意工夫が施されている

●応募資格 下野市に在住・在勤・在学する方
●応募方法 市民課窓口備えつけの応募用紙に必要事項を記入し、市民課窓口応募

ボックスに投函いただくか、郵送、ファックス、電子メール等により
提出してください。
〒329-0492 下野市小金井1127番地　下野市役所環境課
540-5572 E-mail:kankyou@city.shimotsuke.lg.jp

●応募期間 8月1日（金）～9月12日（金）まで
●表　　彰 最優秀賞1点　優秀賞2点以内　佳作3点以内　商品券

※各賞とも該当なしの場合もあります。

平成20年度下野市ごみ減量化ポスターコンテスト
小中学生のポスターを募集します。

●応募作品の部及び題材

●提出方法 各学校へ提出。市外に通学している児童・生徒は郵送または持参してください。
〒329-0492 下野市小金井1127番地　下野市役所環境課

●締切日 9月12日（金）
●表　彰 小学校低学年の部　　最優秀賞　1点　　優秀賞　2点　　佳　作　5点

小学校高学年の部　　最優秀賞　1点　　優秀賞　2点　　佳　作　5点
中学校の部　　　　　最優秀賞　1点　　優秀賞　2点　　佳　作　5点

●参加賞 応募者全員

部　　　門

小学校低学年（1～3年生）の部

小学校高学年（4～6年生）の部

中学校の部

題　　　材

マイバッグの推進もしくはレジ袋削減に関

するポスター
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汚泥を有効利用したリサイクル肥料（すくす
く君）を無料で配付しています。
●申し込み 毎月1日（閉庁の場合は開庁日）

午前8時30分から午後5時まで電話で
受付します。

●配付袋数 申し込み人数により変わります。
●配付場所 国分寺庁舎東車庫
●受付方法 午後3時～5時の間に取りに来てく

ださい。
※ 受付後にお受け取りください。なお、受け
取り多数のため、車への積み込みは、可能な
限りご自身でお願いします。
また、受け取り日においでになれなかった

ときはキャンセルとしますので、改めてお申
し込みください。

汚泥発酵肥料
（すくすく君）の配付

不用品リサイクル情報

＜譲ります＞
○女子用スキーウェア150センチ　○エレクトーン　○冬用
マタニティ　○ベビーマット・布団　○ベビー服男子用80
センチ　○すべり台　○スチール製事務机・イス　
○エアコン

市では、リサイクル社会の構築とごみの減量化のため、
不用品リサイクルの情報を提供しています。あなたの《譲
ります》《譲ってください》情報をお受けしていますので、
希望される方は環境課までご連絡ください。

＜譲ってください＞
○ベビー服女子用80～90センチ　○ベビーサークル
○ベビー用バギー　○授乳用クッション　○ベビースリン
グ　○べビー向け絵本　○自転車（大人用・26インチ）
○男子七五三用和服　○子供用スキーウェア男子用110～
130センチ、女子用130センチ　○スキーブーツ19～22セン
チ　○女子発表会用ドレス130～140センチ、くつ20～22セ
ンチ

このごみどうやって出したらいいの？
Ｑ　暑い季節臭いが気になる生ごみ。汁だれとか対策ないかな?
Ａ　生ごみは臭いが気になるし、ステーションまで持っていくのに重くて大変。しかも水
だれして汚れますね!
生ごみの排出は、よく水切りをして最小限の紙で包んでください。
市では、ごみの減量化と生ごみ対策に生ごみ処理機を推奨していま
す。生ごみ処理機を設置した場合には補助金を交付しています。
生ごみ処理機は、清潔、簡単、手間いらず！！とても便利です。
設置費の1/2、20,000円が限度で補助金が交付されます。

守守守守っっっっててててくくくくだだだだささささいいいい！！！！！！！！　　　　飼飼飼飼いいいい主主主主ののののモモモモララララルルルルととととママママナナナナーーーー

動物の習性等を正しく理解し最後まで責任をもって！
動物はそれぞれその種類に応じた生態、習慣、生理をもちます。正しい飼い方など正しい知識をもち、健

康・安全に気を配り「におい」「鳴き声」等が、ご近所の迷惑にならないよう、最後まで愛情と責任をもっ
て飼養しましょう。

危害や迷惑の発生を防止しましょう。
散歩中の「ふん」などは近隣の生活環境を悪化させないよう必ず持ち帰り、適切な方法で処分しましょう。
また、しつけや訓練をして、人に危害を加えたり鳴き声など迷惑をかけないようにしましょう。

むやみに繁殖させないこと！
むやみに繁殖させてしまうと、一匹一匹を適正に飼養できなくなることがあります。きちんと飼養できる

よう管理しましょう。

所有者を明らかにしましょう！
連絡先がわかる名札（標識）を付けましょう。また、犬を飼っている方は訪問者にわかりやすい場所に犬

を飼っている旨の表示をしておきましょう。

動物を飼っているすべての飼い主の方へ
みんなから理解の得られるよう、責任と自覚をもって飼いましょう。誰もが動物を好きとはかぎりません。
ルールを守らない飼い方はだれもが不快です。飼い主のモラルが問われています。近隣や周囲の人に迷惑を
かけることなく、楽しく快適にペットと暮らしましょう。
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高齢福祉課 152-1115問い合わせ先

地域包括支援センター

ひとり暮らし高齢者等、高齢者生活を支援します！

【敬老週間事業】
高齢者福祉ガイド
【第14回】

【健康教育事業】
65歳以上の高齢者を対象に各地区で体操や健康・生活に関する教室等の健康教育事業を行っています。

ふるってご参加ください！
●日　時 8月22日（金）午前9時30分～11時30分
●場　所 保健福祉センターきらら館　研修室
●内　容　 医師による講話　～残暑を乗り切ろう　個別相談あり！～
●対　象 下野市に居住する65歳以上の方

＜参加者の感想＞
南河内地区健康教育事業に参加して
テーマ「気分も軽くみんなで歌いましょう」
6月20日（金）グリーンタウンコミュニティセンターで開催
音楽に合わせてみんなで元気に身体を動かし、ゲームも取り入れ、歌を歌いながら楽しいひと時を過ご

しました。音楽コミュニケーションの文字どおり、参加された方全員が歌い、笑い、運動をし、楽しく過
ごされたことと思います。

【ほっとQ介護教室】
●日　時 9月12日（金）午後2時～3時30分
●場　所 保健福祉センターゆうゆう館　ボランティアルーム
●内　容 転ばない住環境のススメ
●対　象 下野市に居住する65歳以上の方
詳しくは以下の各地域包括支援センターへお問い合わせください。

9月の敬老週間を中心に、高齢者の長寿を祝し、敬老の意を表することを目的に行っています。
《敬老祝い金事業》
●対象の要件 9月1日現在、本市に住所を有する方で、毎年12月30日をもって75歳以上になられる

方
●祝い金の額 5,000円

《90歳長寿記念品事業》
●対象者の要件 毎年9月1日までに90歳に到達する方で、当該年の9月1日において3年以上下野市に

住所を有し、かつ、居住されている方
●記念品 祝詞及びシーツまたは肌がけ等の生活用品を贈呈しています。

《100歳長寿祝金事業》
●対象の要件 3年以上下野市に住所を有し、かつ、居住されている方で100歳を迎えられた方
●祝い金の額 100,000円及び祝詞と記念品

※贈呈時に市長の表敬訪問を行います。

※今年の敬老会は9月19日（金）に開催します。詳細はP33をご覧ください。

地域包括支援センターいしばし　　　51-0633（石橋地区）
地域包括支援センターこくぶんじ　　43-1229（国分寺地区）
地域包括支援センターみなみかわち　47-2771（南河内地区）

あなたに元気と安心をお届けします！



思いやりと交流で創る 新生文化都市
SHIMOTSUKE-CITY

23

社会福祉課　障害福祉グループ 152-1112問い合わせ先
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③精神障害者保健福祉手帳の交付について
精神疾患（知的障害を除く）を有する方で、精神障害のため長期にわたり日常生活又は社会生活に制約

がある方に対して、自立と社会復帰・社会参加のために手帳が交付されます。手帳の交付を受けると、税
制上の優遇措置や生活保護の障害者加算等の施策支援を受けることができます。
●交付の手続きに必要なもの
（1）精神障害者保健福祉手帳交付申請書（社会福祉課窓口に用紙があります）
（2）診断書又は精神障害を支給事由とする年金証書等の写し
（3）顔写真（タテ4㎝×ヨコ3㎝、申請書には貼らずにお持ちください）
（4）印鑑（スタンプ印は不可）

●障害の種類
1級…身のまわりのことがほとんどできないか、日常生活に著しい制限を受けており常時援助を必要とす

る程度の方
2級…日常生活に著しい制限を受けており、時に応じて援助を必要とする程度の方
3級…日常生活または社会生活に一定の制限を受ける方

●有効期限
2年（2年ごとに障害の状態を再認定し更新します。有効期限の3か月前から更新の申請ができます。）

●更新・変更手続き
手帳の更新、住所・氏名の変更、手帳の紛失・破損、障害程度の変更の場合は、社会福祉課窓口まで届

け出てください。
●返還手続き
手帳の交付を受けた方で手帳が不要になったとき、または死亡された場合は、手帳を社会福祉課窓口に

返還してください。

障障障障害害害害福福福福祉祉祉祉のののの
～福祉の制度やサービスについての概要を紹介します～

社会福祉課 152-1112問い合わせ先

第9回最優秀賞「かかし祭り」
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「しもつけ市民芸術文化祭2008」

●芸術文化祭（展示部門）開催期間
『市民の作品展』 10月25日（土）・26日（日）

●展示内容 文芸、美術、書道、手工芸、園芸、写真、陶芸、読書など
●応募対象者 市内に在住し、市内で活動する団体・サークル
●展示会場 国分寺公民館、海洋センター体育館、友愛館
●作品の応募方法及び搬入・搬出
①搬入及び展示作業
10月24日（金） 午前10時～午後5時
②展示期間
10月25日（土） 午前10時～午後5時　／　10月26日（日） 午前10時～午後3時
③搬出
10月26日（日） 午後3時30分～6時

●申し込み方法
出展を希望する団体・サークル等は、「展示部門参加申込書」に必要事項を記入の上、8月29日（金）まで

に実行委員会事務局（下野市教育委員会事務局文化課内）に持参・郵送・ＦＡＸ・Ｅメールで申し込みくだ
さい。申込書は石橋庁舎文化課・国分寺公民館・石橋公民館・南河内公民館・南河内東公民館で配付するほ
か、市のホームページからもダウンロードできます。
●その他
◎参加料及び展示会場への入場は無料とします。
◎貴重な展示物、高価な展示作品の破損、盗難予防のため、出展団体の責任において監視説明要員の配置
をお願いします。（主催者側では責任を負いかねますのでご協力ください。）

平平平平成成成成2222 0000年年年年度度度度下下下下野野野野薬薬薬薬師師師師寺寺寺寺歴歴歴歴史史史史館館館館
文文文文化化化化財財財財絵絵絵絵画画画画展展展展募募募募集集集集

●テ ー マ 下野薬師寺跡に関連する文化財
●応募期間 9月2日（火）～9月9日（火）
●応募対象者 小学生、中学生、一般
●規　　格 ・用紙　　画用紙

・サイズ　八つ切り（380㎜×270㎜）
・画材　　自由
※作品裏に住所・氏名・画題を明記すること。

●展示期間 9月17日（水）～10月18日（土）
●展示場所 下野薬師寺歴史館
●賞　　品 応募者全員に参加賞を贈呈
●応募方法 応募作品は下野薬師寺歴史館に持参するか、または郵送すること。
●返却方法 応募作品は10月22日（水）～10月29日（水）（歴史館開館時間9時～4時30分）に来館いただき

返却します。市内小・中学校所属生徒の作品返却に関しては、学校単位の返却とさせていた
だきます。

●主　　催 下野市教育委員会　下野薬師寺歴史館
●応募先・問い合わせ 下野薬師寺歴史館　〒329-0431 下野市薬師寺1636 147-3121

「しもつけ市民芸術文化祭2008」実行委員会事務局（文化課内152-1120）問い合わせ先
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「固定的な性別役割分担」とは、例えば「男は仕事、女は家庭」「男性は主要業務、女性は補
助的業務」というように、性別を理由として役割を固定的に考えることを言います。皆さんは、
家庭・職場・地域などの様々な場面で、性別による役割分担を無意識のうちにしていることは
ありませんか。
一人ひとりに、それぞれの個性や能力、その人らしさがあります。男性だから、女性だから

と枠をはめずに、男女がお互いを認め合いながら個性や能力を発揮できる社会（男女共同参画
社会）をみんなでつくっていきましょう。

下野市では、男女共同参画について市民の皆さんと共に考え、市民の視点やアイディアを活かした男女共
同参画情報紙を作成するため「男女共同参画情報紙編集委員」を募集します。編集委員には、情報紙の企
画・取材・編集などを行っていただきます。
男女共同参画に対しては硬いイメージがあるかもしれませんが、事前の勉強などは必要ありません。男女

がいきいきと生活することのできる社会について、日常生活の中で感じることなどを話し合いながら、みん
なで紙面を作成していきます。
あなたも編集委員になり、楽しく紙面づくりに参加してみませんか。

＜委員会の内容＞
男女共同参画情報紙の企画・取材・編集などを行っていただきます。

◆委員構成 公募委員と下野市男女共同参画推進委員会委員（計6名以内）
◆任　　期 委嘱の日から2年
◆会議開催回数 月1回程度（活動スケジュールは、委員の話し合いで決めます。）
◆発行回数 年2回（ただし、平成20年度は年1回の予定）
◆そ の 他 1年ごとに謝礼を差し上げます。

＜募集内容＞
◆募集人数 3名
◆応募資格 ①市内在住の20歳以上の方　　　　②他の審議会等の委員でない方

③開催される会議に出席できる方　④下野市議会議員及び下野市職員でない方
◆応募方法 企画財政課窓口（国分寺庁舎2階）で配付している応募用紙、もしくは市ホームページ

から応募用紙を取得していただき、必要事項を記入の上、郵送・FAX・電子メール、
または、直接企画財政課窓口に提出してください。

◆募集期間 8月1日（金）～29日（金）午後5時30分まで（必着）
（郵送による場合は当日消印有効）

◆選考結果等 書類審査を行い、9月末日を目途として、応募者全員に通知します。
◆応募・問い合わせ先
総務企画部　企画財政課　政策推進グループ
〒329-0492 下野市小金井1127 140-5552 540-5572
Ｅ-Mail：kikakuzaisei@city.shimotsuke.lg.jp

男女共同参画情報紙の編集委員を募集します！男女共同参画情報紙の編集委員を募集します！
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皆さんこんにちは、元気にお過ごしですか？いよいよ夏の本番ですね。学校の夏休みも始まり、もうすぐお
盆です。皆さんは今年の夏、どこか行きたいところを考えていますか。もう決めましたか？それとももう行っ
てきましたか？
さて、今回は、ドイツ人の夏休みの過ごし方を紹介したいと思います。ドイツ人は、夏休みによく休暇をと

って旅行します。まず、ドイツの夏休みは6週間程度あります。いいですよね。期間は7月から9月にかけて、全
国同時ではなく各州で1、2週間ずつずれています。ですから、全国で全員が同じ期間に休みをとり、飛行機に
乗り、車でアウトバーン（ドイツの高速道路）を走ることを避けるような制度です。
夏休みには、国内外で新しい経験をしたいと思っている方もたくさんいらっしゃると思いますが、それには

とりあえず仕事を休まないと行けません。そこで問題があります。日本人とドイツ人の習慣の違いというのは
仕事・職場に対しての考え方やあり方です。日本では、仕事をしている方々（一般従業員、サラリーマン、公
務員など）が、1年間で何日間の有給休暇（企業、組織により様々でしょうが）を取る権利を与えられることが
当たり前と考えられているのでしょうか。1年中一生懸命働いて1日の休暇を取ることも難しいというのは、私
にとっては本当に不思議ですが、日本では珍しくないようです。どうしてかしら？休みたくないのでしょうか。
そうでもないですよね。1年間休暇をとれないのは、給料の1か月分損をするのと同じです。金銭面でもそうで
すが、もうひとつはモチベーション。私にとってはこちらの方が重要なことで、仕事のために生きているので
はなく、人生のために仕事をしているという考え方が、ドイツだけではなくヨーロッパでの人生観です。
職場で忙しい時があることは間違いありません。それは皆さんもよく知っていて、経験したこともあると思

いますが、それこそどこかで休みをとって、ストレスを抜き、職場での緊張感を忘れられる時期をつくらない
といけないと思います。休みをとらない皆さんはどのようにモチベーションを高めているのかと、よく不思議
に思います。
ちなみに、ドイツでは少なくとも24日間の休暇をとることができ、多くのドイツ人はこれを遠慮しないで消

化します。休暇の時期は自由に選べますが、人気のあるシーズン（夏休みなど）のことは、新年が始まったと
たんに他の同僚と話し合い、交代で休暇を調整し、いつどこに行くのか一生懸命考えて計画を立て、楽しみに
しています。
夏休みを「日焼け」や「海水浴」と結びつけるドイツ人の一番人気は地中海、いわゆるスペイン、イタリア、

ギリシャなどのきれいな海と海岸を持つ国々です。山が好きな人はオーストリアやスイスのアルプスでハイキ
ングやマウンテンバイクなどをします。ドイツ国内では、北海、バルト海や自然あふれるバイエルン州が人気
です。夏休みは、「気分転換」や「気晴らし」が大きな目的ですが、休暇の使い方はいろいろです。男性では
「スポーツ」や「自然」、女性では「健康」や「エステ」に人気があります。しかし、休暇をとっても旅行しな
いで家でゆっくり掃除したり、ガーデニングをしたりするドイツ人もいます。太陽や海や日焼けが大好きです
から！本を読んだり、友達としゃべったり、のんびりしたりもしました。もちろん歴史的、文化的なところに
出かけることもしました。今はアジアの大都市に行くことが好きになりましたが、できればホテルのプールや
ビーチで太陽を楽しむこともできたら、最高です。
皆さん、それぞれの夏休みを楽しくするために計画を練って、たくさんのところに行ってみてください。で

も、体を休ませる時間も忘れずに。いってらっしゃい！！！旅のレポートをお待ちしています。

夏休み…人生と
仕事について

Vol.12

「ドイツ・ミュンヘン大学生と市民の交流会」

下野市の特産品である夕顔でふくべ細工作りや
クイズ等をして、交流を深めませんか？
日　時 8月26日（火）

午後1時30分～4時（1時受付開始）
場　所 きらら館　研修室と調理室
定　員 30名（小学生低学年は保護者同伴）
参加費 1作品　500円
持ち物 太・細筆　各1本、筆をふくための雑巾、

うわばき（小学生のみ）
申　込 8月11日（月）から20日（水）までに生

活課（40-5555）へお申し込みください。
なお、8月26日までに絵柄を考えてきてく
ださい。

主　催 下野市国際交流協会交流委員会

ミュンヘン大学生8名が来日します　
8月18日（月）から8月31日（日）まで下野市国際

交流協会主催の「第16回グリムの里夏期日本語講習
会」が開催されます。ドイツのミュンヘン大学から
8名の学生が下野市を訪れ、市内にホームステイし
ながら日本語や文化について学びます。20日（水）
は市内見学で天平の丘公園などを訪れます。28日
（木）の午前中は、市勤労青少年ホームで着物の着
付け体験を行ないます。着付け後は施設周辺を散策
し記念撮影などをしますので、市民の皆様にも大学
生たちの晴れ姿をご覧いただけます。また、26日
（火）に交流委員会による交流会（夕顔でふくべ細
工作り）もありますので、皆さまの申し込みをお待
ちしています。

生活課 140-5555問い合わせ先
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6月1日（日）に上原自治会で地域住民の親交と融
和を深めるため、上原憩いの森公園において「姿
川ウォーキング＆ビンゴ大会」が開催されました。
当日は子どもからお年寄りまで約70名が参加し、

姿川までの約3.2kmを1時間半かけて歩いたり、輪
投げ大会を行った後、参加者全員でビンゴ大会を
行うなど大変盛り上がった大会となりました。
上原自治会では、今後も多くの方に参加して楽

しんでいただけるよう、継続していきたいと考え
ています。

ウォーキング＆ビンゴ大会を開催

緑小で主に活動しているJBCスポーツ少年団ミ
ニバスケットボールクラブが、今年度、下都賀地
区新人戦優勝を皮切りに、関東スポーツ少年団ブ
ロック別交流大会の下野市予選で優勝、続く栃木
県予選で準優勝し、見事に関東大会のキップを手
にしました。地元、栃木県開催の関東大会での活
躍に向け練習にも熱が入っています。見学・体験
も随時受け付けています（連絡先　倉持1 090-
1999-2762）

必勝！関東大会

5月6日（火）に清原体育館において、関東いそ
じ大会栃木県予選会（23チーム参加）が開催され、
下野市から出場したミラクルチームが見事ブロッ
ク優勝を果たし、関東大会出場を決めました。
来る9月7日（日）に群馬県前橋市で開催される

関東大会において、上位入賞を目指し毎週1回石橋
小学校体育館で練習に励んでいます。

バレーボールチームが
関東大会に進出！

県民の日記念式典が6月15日（日）、栃木県総合
文化センターで行われ、地方自治功労者として塚
原洋さんが表彰を受けられました。
塚原さんは、旧南河内町の議会議員を6期23年務

められ、その間、議会議長のほか、建設常任委員
長など、様々な分野で旧南河内町の発展に尽くさ
れました。

平成20年
県民の日記念式典で知事表彰
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2008年度西坪山・下坪山工業団地合同クリーンアップ運動開催

7月5日（土）・12日（土）、国分寺公民館において、市民音楽劇「虹の架け橋」コンサートが開催されまし
た。これは、3年前の旧国分寺町で開催された野外音楽劇の感動を下野市でもうたい継ぐために、そして市
民の融和を願って開催されたものです。この日は、座席数350席がほぼ満席となり会場からは大きな拍手が
わきおこりました。

「虹のかけ橋」コンサート～合唱劇～を開催

2006年度から西坪山・下坪山工業団地内の企業が、合同でクリーンアップ運動を実施し、今年は、新たに
賛同企業が2社増え、計16社に活動の輪が広がりました。約640名の従業員の方が、「とちぎの環境美化県民
運動」及び「環境月間」に合わせ5月28日（水）に合同で清掃を実施しました。
工業団地内の山林、道路、公園や新4号国道側道など活動エリアを更に拡張して、不法投棄されたごみを

約800kgを収集していただきました。

参加企業：曙フーズ㈱栃木工場、ウィズペットボトルリサイク
ル㈱、エスエス製薬㈱東日本物流センター、神戸化成工業㈱、
キングプリンティング㈱小山工場、㈱シジシージャパン北関東
支社北関東JDセンター、ソニーエナジー・デバイス㈱栃木事業
所、トナミ運輸㈱栃木支店、日本通運㈱宇都宮支店小山ロジス
ティクスセンター、日本トラック㈱北関東支店、日本ユニシ
ス・サプライ㈱栃木工場、日の本穀粉㈱小山物流センター、プ
レス工業㈱宇都宮工場、㈱メタビッツ、㈱森製作所北関東支社、
横浜ガルバー㈱小山工場　の従業員の方々

児童が協力しながら花を育てることによって、やさしい思いやりの心を体得することや人権思想を育み情
操をより豊かなものにすることを目的に人権の花運動を毎年実施しています。今年度は吉田東小学校、石橋
北小学校、国分寺小学校にマリーゴールドやサルビアの苗が贈呈されました。
人権擁護委員より「花を育てると同時に思いやりの心を育てて欲しい。」とあいさつがあり、花の苗を受

け取った児童からは「大事に育てます。」とのお礼の言葉がありました。
一人ひとりの思いやりが明るく差別のない社会を築きます。人権について家庭の中で話し合ってみましょう。

豊かな心を育てます。「人権の花」
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農地・水・環境保全向上対策の4活動組織では、雑草が最も繁茂する時期を迎え、除草作業を中心にさま
ざまな共同活動を行いました。6月7日（土）、仁良川の里保全会（会長　黒川英代氏）では、ほ場整備された
水路法面7箇所の除草と同時に将来の除草作業の軽減に向けてクローバーの種まきを行いました。9月頃には
法面が緑一面に覆われることでしょう。また、同日の夜、柴地区環境保全会（会長　早瀬智之氏）では、ホ
タル・カワセミの会が中心となり、ホタル鑑賞の集いを友愛館で行いました。当日は大勢の地域住民が集ま
り、会員のスライドによる説明後、12月と3月にゲンジボタルの幼虫を放流したホタル川に移動し、幻想的
なホタルを楽しみました。6月15日（日）、笹原地域環境保全会（会長　大越一雄氏）では、農業者を中心に
草刈機を使い、道水路1,500メートルの除草作業を行いました。同日、石橋南部環境保全会（会長　布施俊男
氏）では、農家、非農家が集まり、農道や水路の草刈りやカバープランツとして水路の法面約150メートル
にイワダレソウの植栽を行いました。このイワダレソウは、景観形成と共に土手の崩れ防止や雑草対策にも
なります。

農地・水・環境保全向上対策活動組織の活動瓦版

6月26日（木）グリムの館において、女性防火クラブ総会を行い、終了後に住宅用火災警報器についての研
修を行いました。
出席者は、消防署員の講話により火災の「気づき」の大切さを学ぶと同時に、住宅用火災警報器の設置に

ついて理解を深めました。
※住宅用火災警報器･･･栃木県では平成21年5月31日までに寝室・階段へ
の取付けが義務づけられています。
今後、消火器の取扱方法や応急手当ての講習会を実施する予定ですが、
こうした活動をとおして、クラブ員の連携を強化し、防火・防災にお
ける自主防災組織としての役割が期待されます。

女性の防火防災活動を推進（女性防火クラブ総会開催）

ＡＥＤとは、自動体外式除細動器の略称です。心筋梗塞や心臓震盪
しんとう

などによる急な心停止状態の際に、電気ショックを与えて「心室細動」
を取り除き心臓の動きを取り戻すための機器で、市内全ての小・中学
校に設置されています。また、市内の多くの公共施設にも設置される
ようになりました。このＡＥＤの使い方は非常に簡単ですが、その認
知度や理解度についてはまだまだ高いとは言い難いところです。市教
育委員会では、今年度から市内全ての中学校で、中学3年生を対象とし
た「ＡＥＤの使用」や「心肺蘇生」等の救急救命処置の講習会を開催
して、まずは生徒たちにＡＥＤについての理解を深めてもらうことと
しました。
その先頭を切って、国分寺中学校の3年生172名が、去る6月10日（火）

と24日（火）に、国分寺中学校体育館を会場にして、約3時間にわたる
講習を受講しました。
また、7月7日（月）には南河内中学校でも同様の講習会が開かれ、78

名の中学3年生が受講し、9月から11月にかけて順次、南河内第二中学
校、石橋中学校でも「ＡＥＤ講習会」を実施していき、市内中学3年生
611名全員が受講する予定です。

市内中学校でＡＥＤ講習会を開催

法面にクローバー蒔き ホタル鑑賞の集い 草刈機で除草作業 水路にイワダレソウ植え
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下
野
市
消
防
団

7
月
6
日（
日
）
に
国
分
寺
運
動
公
園
で
市
消
防
団
の
夏
季
点
検
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
夏
季
点
検
は
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
火
災
や
災
害
に
対
し
、

常
に
万
全
な
態
勢
で
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、
当
日
は
、

市
内
全
域
か
ら
消
防
団
員
と
25
台
の
消
防
団
車
両
が
集
ま
り
、
高
山
団
長
の

指
揮
の
も
と
服
装
点
検
・
機
械
器
具
点
検
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

災
害
は
人
命
や
財
産
を
一
瞬
で
奪
い
か
ね
な
い
恐
ろ
し
い
も
の
で
す
。
そ

の
災
害
を
最
小
限
に
防
ぐ
た
め
に
消
防
団
も
日
夜
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
が
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
消
防
団
の
活
動
に
対
し
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

生活課 140-5555問い合わせ先

備
え
は
万
全
！

下
野
市
消
防
団
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下
野
市
長
等
倫
理
審
査
会

委
員
を
公
募
し
ま
す

●
審
査
会
の
内
容

下
野
市
の
特
別
職
（
市
長
・
副

市
長
・
教
育
長
）
が
「
下
野
市
長
等

倫
理
条
例
」
に
規
定
す
る
倫
理
基
準

に
違
反
す
る
疑
い
が
も
た
れ
、
市
民

か
ら
調
査
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
、

調
査
・
審
議
す
る
機
関
で
す
。

●
委
員
の
任
期

2
年

●
会
議
開
催
回
数

調
査
請
求
の
あ
っ
た
場
合
に
開

催
し
ま
す
。

●
報
　
酬

日
額
8，

0
0
0
円

（
委
員
長
9，

0
0
0
円
）

●
応
募
資
格

①
下
野
市
に
住
所
を
有
し
、
選
挙

権
を
有
す
る
方

②
下
野
市
で
設
置
す
る
他
の
審
議

会
等
の
委
員
で
な
い
方

③
開
催
さ
れ
る
会
議
に
出
席
で
き

る
方

④
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
議

員
及
び
職
員
で
な
い
方

●
募
集
人
数

2
名

●
応
募
方
法

下
野
市
総
務
課
で
配
付
、
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
た
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
郵
送
、
電
子
メ
ー
ル

ま
た
は
直
接
提
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
応
募
用
紙
は
返
却
し
ま

せ
ん
。

●
応
募
期
限

8
月
8
日（
金
）
〜
29
日（
金
）

●
選
考
方
法

選
考
委
員
会
に
お
い
て
、
応
募

書
類
を
も
と
に
選
考
し
、
文
書
で

選
考
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
そ
の
他

委
員
構
成
は
公
募
委
員
の
他
、

法
律
ま
た
は
社
会
に
関
す
る
学
識
経

験
者
を
予
定
し
全
部
で
5
名
で
す
。

委
員
は
職
務
上
知
る
こ
と
の
で

き
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な

い
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
職

を
退
い
た
後
も
同
様
で
す
。

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

下
野
市
総
務
課

〒
3
2
9
‐
0
4
9
2

下
野
市
小
金
井
1
1
2
7
番
地

1（
40
）5
5
5
1

5（
40
）5
5
7
2

ﾒｰﾙsoum
u@
city.shim

otsuke.lg.jp
下
野
市
地
産
地
消
推
進

協
議
会
委
員
を
公
募
し
ま
す

●
会
議
の
内
容

下
野
市
の
地
産
地
消
の
基
本
方

針
と
な
る
「（
仮
称
）
下
野
市
地
産

地
消
推
進
計
画
」
を
策
定
し
、
そ

の
計
画
に
基
づ
い
た
取
り
組
み
に

関
す
る
事
項
を
審
議
し
ま
す
。

●
委
員
の
任
期

2
年（
平
成
22
年
3
月
31
日
ま
で
）

●
会
議
会
開
催
回
数

年
4
回
程
度
（
平
成
20
年
度
は

2
回
を
予
定
）

●
委
員
手
当

日
額
3，

0
0
0
円

（
委
員
長
5，

0
0
0
円
）

●
応
募
資
格

①
下
野
市
に
住
所
を
有
し
、
平
成

20
年
4
月
1
日
現
在
で
20
歳
以

上
の
方
（
学
生
を
除
く
）

②
下
野
市
で
設
置
す
る
他
の
審
議

会
等
の
委
員
で
な
い
こ
と

③
開
催
さ
れ
る
会
議
に
出
席
で
き

る
方

④
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
議

員
及
び
職
員
で
な
い
方

●
募
集
人
数

2
名

●
応
募
方
法

農
政
課
窓
口
配
付
ま
た
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
た
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
郵
送
、
電
子
メ
ー
ル

ま
た
は
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
応
募
用
紙
は
返
却
し
ま
せ

ん
。

●
応
募
期
限

8
月
4
日（
月
）
〜
25
日（
月
）

（
郵
送
に
よ
る
場
合
は
当
日
消
印

有
効
。
農
政
課
窓
口
受
付
は
土
・

日
・
祝
祭
日
を
除
く
、
午
前
8
時
30

分
か
ら
午
後
5
時
30
分
ま
で
）

●
選
考
方
法

書
類
審
査
を
行
い
、
結
果
を
本

人
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
そ
の
他

委
員
の
構
成
は
公
募
委
員
の
他
、

消
費
者
・
生
産
者
・
流
通
業
者
団
体

や
商
業
・
観
光
の
代
表
並
び
に
学
識

経
験
者
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
3
2
9
‐
0
4
9
3

下
野
市
田
中
6
8
1
番
地
1

農
政
課
農
業
振
興
グ
ル
ー
プ

1（
48
）
2
1
4
3

5（
48
）
1
4
2
4

ﾒｰﾙnousei@
city.shim

otsuke.lg.jp
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健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

委
員
を
公
募
し
ま
す

●
会
議
の
内
容

総
合
的
な
保
健
計
画
の
策
定
に

関
す
る
事
項
、
各
種
健
診
、
健
康

相
談
、
健
康
教
育
等
保
健
事
業
の

推
進
、
健
康
づ
く
り
推
進
の
諸
方

策
に
関
す
る
事
項
を
審
議
し
ま
す
。

●
委
員
の
任
期
　

2
年

●
会
議
開
催
回
数

年
3
回
程
度

●
応
募
資
格

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
（
平
成

20
年
4
月
1
日
現
在
）
で
、
市
民

の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
関
心
が

あ
り
、
会
議
に
出
席
可
能
な
方

（
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
議
員

及
び
職
員
は
除
き
ま
す
）

●
募
集
人
数

2
名

●
応
募
方
法

健
康
増
進
課
で
配
付
、
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
た
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
郵
送
、
電
子
メ

ー
ル
ま
た
は
直
接
提
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
応
募
用
紙
は
返
却
し
ま

せ
ん
。

●
応
募
期
限

8
月
4
日（
月
）
〜
20
日（
金
）

●
選
考
方
法

書
類
の
審
査
を
行
い
、
結
果
を

本
人
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
そ
の
他

委
員
の
構
成
は
公
募
委
員
の
他
、

関
係
団
体
の
代
表
並
び
に
保
健
・

医
療
・
福
祉
関
係
の
学
識
経
験
者

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
3
2
9
‐
0
5
0
2

下
野
市
下
古
山
1
2
2
0
番
地

健
康
増
進
課
（
き
ら
ら
館
内
）

1（
52
）1
1
1
6

ﾒｰﾙkenkouzoushin@
city.

shim
otsuke.lg.jp

下
野
市
観
光
協
会
会
員
募
集
！

下
野
市
観
光
協
会
は
、
下
野
市

に
お
け
る
観
光
事
業
の
振
興
を
図

り
、
も
っ
て
郷
土
の
産
業
や
文
化

の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

下
野
市
内
に
は
素
晴
ら
し
い
自

然
の
中
、
文
化
財
・
史
跡
な
ど
が

数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

観
光
協
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
観

光
資
源
の
保
全
・
育
成
・
開
発
等

に
よ
り
下
野
市
の
素
晴
ら
し
さ
を

多
く
の
方
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
目
的
に

賛
同
さ
れ
る
方
の
ご
入
会
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●
会
　
費
　

法
人
・
団
体
会
員

1
口
　
5，

0
0
0
円
（
年
）

個
人
会
員

1
口
　
2，

0
0
0
円
（
年
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

下
野
市
観
光
協
会
（
商
工
観
光

課
内
）

1（
48
）2
1
1
2

敬
老
会
開
催
等
の
お
知
ら
せ

敬
老
会

●
日
　
時

9
月
19
日（
金
）

午
前
9
時
〜
11
時
30
分

●
会
　
場

石
橋
体
育
セ
ン
タ
ー
（
大
松
山

運
動
公
園
内
）

●
内
　
容

式
典
及
び
演
芸
会

『
大
江
唯
起
子
歌
謡
シ
ョ
ー
』
他

●
対
　
象

75
歳
以
上
高
齢
者
（
平
成
20
年

12
月
31
日
ま
で
に
75
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
る
方
）

※
バ
ス
の
運
行
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
後
日
対
象
の

方
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

敬
老
祝
い
金
贈
呈

●
国
分
寺
地
区
（
国
分
寺
公
民
館
）

9
月
2
日（
火
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
　
　

●
石
橋
地
区
（
き
ら
ら
館
）

9
月
3
日（
水
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

●
南
河
内
地
区

9
月
5
日（
金
）

午
前
9
時
〜
正
午（
グ
リ
ー
ン
タ

ウ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

午
後
1
時
30
分
〜
5
時
（
南
河

内
庁
舎
別
館
会
議
室
）

●
対
　
象

75
歳
以
上
高
齢
者
（
平
成
20
年

12
月
31
日
ま
で
に
75
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
る
方
）

※
対
象
の
方
に
は
、
後
日
、
ご
案

内
を
通
知
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課

1（
52
）1
1
1
5

介
護
研
修
の
お
知
ら
せ

●
講
座
名

介
護
入
門
コ
ー
ス

●
内
　
容
　

ご
家
庭
で
介
護
す
る
方
が
、
食

事
の
介
助
や
清
潔
を
保
つ
方
法
、

身
体
の
向
き
を
変
え
る
介
助
の
方

法
な
ど
、
楽
に
介
護
が
で
き
る
よ

う
に
介
護
に
必
要
な
知
識
や
技
術

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

●
対
　
象
　

介
護
を
し
て
い
る
方
、
介
護
に

関
心
の
あ
る
方

●
日
　
程
　

９
月
コ
ー
ス

9
月
2
日（
火
）･
9
日（
火
）･

16
日（
火
）･
22
日（
月
）

10
月
コ
ー
ス

9
月
29
日
（
月
）
･
10
月
6
日

（
月
）･
20
日（
月
）･
27
日（
月
）

※
い
づ
れ
も
4
日
間
1
コ
ー
ス

●
時
　
間
　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

●
会
　
場

栃
木
県
県
南
介
護
研
修
セ
ン
タ
ー

●
受
講
料

無
　
料

●
定
　
員

30
名（
申
し
込
み
順
・

随
時
受
付
ま
す
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
県
南
介
護
研
修
セ
ン
タ
ー

1
0
2
8
2
‐
2
2
‐
7
5
5
3

（
月
〜
金
　
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
30
分
）

平
美
林
会
清
掃
奉
仕
計
画

八
月

（
天
平
公
園
）
市
職
員
組
合

（
花
広
場
）
市
職
員
組
合
　

九
月

（
天
平
公
園
）
下
野
市
農
生
研

国
分
寺
支
部

（
花
広
場
）
国
分
寺
設
備
業
協

力
会



児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届

提
出
に
つ
い
て

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
資
格
者

は
、
毎
年
8
月
1
日
現
在
の
状
況

を
確
認
す
る
た
め
に
、
現
況
届
を

提
出
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
次

の
と
お
り
受
付
を
し
ま
す
の
で
、

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
受
給

資
格
者
に
は
別
途
通
知
し
ま
す
）

併
せ
て
、
ひ
と
り
親
家
庭
医
療

費
受
給
資
格
者
更
新
の
手
続
き
を

行
い
ま
す
。

●
提
出
期
間
　

8
月
1
日（
金
）〜
8
月
29
日（
金
）

（
土
・
日
を
除
く
）

●
受
付
時
間

【
通
常
受
付
】

午
前
8
時
30
分
〜
正
午

午
後
1
時
〜
午
後
5
時
30
分

※
8
月
6
日
か
ら
21
日
に
つ
い
て

は
、
正
午
か
ら
午
後
1
時
の
時

間
帯
も
受
け
付
け
ま
す
。

【
夜
間
受
付
】

毎
週
火
曜
日
（
8
月
5
・
12
・

19
・
26
日
）

午
後
7
時
ま
で

●
場
　
所

児
童
福
祉
課
（
石
橋
庁
舎
1
階
）

●
必
要
書
類

印
鑑
・
手
当
証
書
・
養
育
費
等

に
関
す
る
申
告
書
・
健
康
保
険
証
等

●
問
い
合
わ
せ
先

児
童
扶
養
手
当

児
童
福
祉
課
子
育
て
支
援
グ
ル

ー
プ
（
石
橋
庁
舎
1
階
）

1（
52
）1
1
1
4

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費

保
険
年
金
課
医
療
費
助
成
グ
ル

ー
プ
（
国
分
寺
庁
舎
1
階
）

1（
40
）5
5
5
8

学
童
保
育
室
の

入
所
申
込
期
限
に
つ
い
て

8
月
よ
り
次
の
と
お
り
改
正
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

●
改
正
後

【
通
常
】

入
所
希
望
月
の
前
月
1
日
ま
で

【
長
期
休
暇
】

夏
休
み
…
6
月
15
日
ま
で

冬
休
み
…
11
月
15
日
ま
で

春
休
み
…
2
月
15
日
ま
で

提
出
期
限
が
土
・
日
・
祝
日
に

あ
た
る
場
合
は
、
翌
開
所
日
に
な

り
ま
す
。

●
現
　
行

入
所
希
望
月
の
1
か
月
前
ま
で

長
期
休
暇
（
夏
休
み
・
冬
休

み
・
春
休
み
）
も
同
様

※
入
所
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば

随
時
受
け
付
け
し
ま
す
が
、
入

所
者
数
を
把
握
し
、
受
入
準
備

を
す
る
た
め
の
目
安
と
し
て
提

出
期
限
を
設
け
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

児
童
福
祉
課

1（
52
）1
1
1
4

児
童
館
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

〜
ヴ
ェ
ー
ル
の
皆
さ
ん
の
美
し

い
う
た
声
を
み
ん
な
で
き
き
ま
し

ょ
う
〜

●
曲
　
目

・
童
謡
・
唱
歌
メ
ド
レ
ー

（
ぞ
う
さ
ん
、
他
）

・
千
の
風
に
な
っ
て

・
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
主
題
曲
（
ア
ル

プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ
、
他
）

・
み
ん
な
で
歌
い
ま
し
ょ
う
（
さ

ん
ぽ
）

●
日
　
時

8
月
25
日（
月
）

午
前
10
時
　
開
場

午
前
10
時
30
分
　
開
会

●
場
　
所

南
河
内
児
童
館
ホ
ー
ル

（
入
場
無
料
）

●
問
い
合
わ
せ
先

南
河
内
児
童
館

1（
44
）8
4
2
0

34

今年度からの新規事業「育児ママリフレッシュ事業」の受け入れが7月から始まりました。
この事業は、市内に住所を有し保育園等に入所していない在宅乳児（3か月から1歳未満）を養育する

同居の保護者（父母・祖父母）の方が、心身のリフレッシュ、冠婚葬祭、通院などで乳児を預けたいと
きに利用できる、一時的な保育サービスの利用券12時間分を発行するものです。
利用期間は、お子さんの1歳の誕生日の前日までになりますので、まだ申請をされていない方はお早め

に手続きをしてください。
●対象者
下野市に住所を有し、保育園等（認可外保育施設や児童福祉施設を含む）に入所していない、平成20

年4月1日以降に出生した3か月から1歳未満の健康な乳児を養育している方
●利用できる施設
・あおば保育園　・むつみ保育園　・家庭保育園はんず園　・子育て支援センターつくし（原則第2・
4火曜日）

●利用方法
利用希望日の1週間前までに、利用を希望する施設へ直接連絡して予約を取ってください。また、利用

の際に、利用時間分の利用券を施設へお渡しください。
なお、1回の利用は、乳児の心身の負担を考慮し最大4時間までになります。

育児ママリフレッシュ事業の受け入れが始まりました！

児童福祉課 152-1114問い合わせ先



精
神
保
健
福
祉
家
族
会
の

お
知
ら
せ

隔
月
で
実
施
し
て
い
る
家
族
会

で
、
6
月
は
『
家
族
教
室
』
を
開

催
し
ま
し
た
。
講
師
か
ら
昔
話

「
も
も
た
ろ
う
」
の
中
に
見
る
”偏

見
“
に
つ
い
て
、
鋭
い
切
り
口
で

の
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

皆
さ
ん
と
日
頃
の
生
活
の
中
で
感

じ
て
い
る
不
安
・
心
配
・
こ
ん
な

時
は
ど
う
す
れ
ば
・
こ
ん
な
考
え

方
も
あ
る
よ
･
･
･
等
の
こ
と
に

つ
い
て
話
し
合
い
、
充
実
し
た
時

間
を
共
有
し
ま
し
た
。
次
回
も

『
家
族
教
室
パ
ー
ト
2
』
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
家
族
教
室
パ
ー
ト
2
】

●
日
　
時

8
月
27
日（
水
）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

●
場
　
所

き
ら
ら
館
　
研
修
室

●
内
　
容

①
講
　
話

講
師：

小
山
地
区
障
害
者
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
柴
田
将
紀
氏

（
精
神
保
健
福
祉
士
）

テ
ー
マ：

「
子
離
れ
」

②
交
　
流

●
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
グ
ル
ー
プ

1（
52
）
1
1
1
2

身
体
障
害
者
巡
回
相
談
の

実
施
に
つ
い
て

と
ち
ぎ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
の
巡
回
相
談
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
補
装
具
の
適
合
判
定
や

身
体
障
害
者
手
帳
申
請
の
た
め
の

診
断
書
作
成
、
そ
の
他
相
談
等
を

お
受
け
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
事
前
に

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

・
肢
体
に
障
害
の
あ
る
方

・
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
方

●
日
　
時

9
月
11
日（
木
）

午
後
2
時
〜

●
場
　
所

き
ら
ら
館

●
内
　
容

①
補
装
具
等
に
関
す
る
相
談
及
び

処
方
並
び
に
適
合
判
定

②
医
学
的
な
相
談
及
び
判
定

③
そ
の
他
生
活
全
般
に
係
る
相
談

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
グ
ル
ー
プ

1（
52
）1
1
1
2

「
就
職
力
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
」

受
講
生
募
集

栃
木
県
で
は
、
就
職
に
役
立
つ

能
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
「
就

職
力
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
」
を

開
催
し
ま
す
。

●
対
象
者

35
歳
未
満
の
求
職
者
の
方
（
学

生
・
生
徒
は
除
く
）

●
日
　
程
　

8
月
18
日（
月
）〜
8
月
29
日（
金
）

（
土
・
日
を
除
く
）

●
場
　
所
　

（
株
）
テ
ィ
ビ
ィ
シ
ィ
・
ス
キ
ャ

ッ
ト
宇
都
宮
支
社
セ
ミ
ナ
ー
室

（
宇
都
宮
市
中
央
1
‐
7
‐
1
）

●
定
　
員

先
着
20
名

●
受
講
料

無
料

●
内
　
容
　

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
・
就
職
活
動
の

心
構
え
等

●
申
し
込
み
方
法

受
講
申
込
書
を
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

と
ち
ぎ
へ
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー

ル
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

受
講
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp://w

w
w
.toch

igi-
w
ork2.net/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

●
申
し
込
み
先

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
と
ち
ぎ

（
と
ち
ぎ
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
）

宇
都
宮
市
塙
田
1
‐
1
‐
20

栃
木
県
庁
南
庁
舎
2
号
館
1
階
　
　

1
0
2
8
‐
6
2
3
‐
3
2
2
6

●
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
労
働
政
策
課
雇
用
対
策

担
当1

0
2
8
‐
6
2
3
‐
3
2
2
4

ま
た
は
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
と
ち
ぎ

「
若
年
求
職
者
バ
ウ
チ
ャ
ー
事
業
」

利
用
者
募
集

栃
木
県
で
は
、「
若
年
求
職
者
バ

ウ
チ
ャ
ー
（
職
業
訓
練
利
用
券
）」

の
利
用
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

35
歳
未
満
の
若
者
を
対
象
に
キ

ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
い
、

職
業
訓
練
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ

た
場
合
、
訓
練
費
用
の
2
分
の
1

（
上
限
7
5，

0
0
0
円
）
を
助
成

す
る
バ
ウ
チ
ャ
ー
を
交
付
し
、
若

者
が
自
ら
コ
ー
ス
を
選
択
し
て
民

間
職
業
訓
練
を
受
講
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

利
用
に
当
た
っ
て
は
、
雇
用
保

険
に
お
け
る
教
育
訓
練
給
付
金
制

度
の
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

や
、
現
在
職
に
就
い
て
い
な
い
こ

と
等
い
く
つ
か
の
要
件
が
あ
り
ま

す
。

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
と
ち
ぎ
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
と
ち
ぎ

（
と
ち
ぎ
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
）

1
0
2
8
‐
6
2
3
‐
3
2
2
6

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.tochigi-work2.net/

看
護
職
員
再
就
業
支
援
研
修
　

現
在
看
護
業
務
に
従
事
し
て
い

な
い
方
及
び
就
業
中
の
方
が
、
近

年
の
看
護
に
関
す
る
知
識
及
び
技

術
の
確
認
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

再
就
業
の
促
進
及
び
質
の
向
上
に

つ
な
げ
る
研
修
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

●
受
講
料

無
料

●
対
　
象

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、

准
看
護
師
の
免
許
所
有
者

●
研
　
修

9
月
29
日
（
月
）
か
ら
病
院
実

習
を
含
む
（
5
日
間
）「
知
識
技
術

集
中
コ
ー
ス
」

●
会
　
場

栃
木
県
立
衛
生
福
祉
大
学
校

●
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
看
護
協
会

1
0
2
8
‐
6
2
5
‐
6
1
4
1

思いやりと交流で創る 新生文化都市
SHIMOTSUKE-CITY

35
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問い合わせ先

問い合わせ先

フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
08

●
日
　
時
　

8
月
24
日（
日
）

午
前
9
時
〜
午
後
2
時
（
荒
天

中
止
）

●
場
　
所
　

ろ
ま
ん
ち
っ
く
村
に
ぎ
わ
い
広

場
（
旧
さ
わ
や
か
広
場
）

●
内
　
容
　

「
優
・
友
・
結
・
遊
」
農
‐
ｙ
ｏ

ｕ
ｋ
ｎ
ｏ
ｗ
？
‐
を
テ
ー
マ
に
、

栃
木
県
内
の
農
業
青
年
が
集
ま
り
、

消
費
者
と
の
ふ
れ
あ
い
を
目
的
に
、

自
分
た
ち
が
作
っ
た
農
産
物
、
ま

た
そ
れ
を
活
か
し
た
飲
食
物
の
PR

を
兼
ね
販
売
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
見
て
触
れ
て
楽
し
め

る
い
ろ
い
ろ
な
農
業
体
験
も
多
数

用
意
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
農
政
部
経
営
技
術
課

経
営
体
育
成
担
当

1
0
2
8
‐
6
2
3
‐
2
3
1
4

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別

調
査
に
つ
い
て
の
お
願
い

厚
生
労
働
省
で
は
、
本
年
7
月

31
日
現
在
で
、
常
用
労
働
者
を
1

人
か
ら
4
人
雇
用
し
て
い
る
事
業

所
を
対
象
に
、
毎
月
勤
労
統
計
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
1
〜
4
人
規
模

事
業
所
に
お
け
る
賃
金
、
労
働
時

間
及
び
労
働
者
数
の
動
向
を
都
道

府
県
別
に
明
ら
か
に
す
る
な
ど
の

目
的
を
も
つ
大
切
な
調
査
で
す
。

対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
、
8

月
か
ら
9
月
に
か
け
統
計
調
査
員
が

訪
問
し
て
調
査
票
を
作
成
し
ま
す
。

調
査
票
に
書
か
れ
た
事
柄
は
、

「
統
計
法
」
に
よ
り
、
厳
し
く
秘
密

が
守
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
統
計
以

外
の
目
的
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ご
多
忙
の
こ
と
と
は
存
じ
ま
す

が
、
調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
政
課
情
報
統
計
グ
ル
ー
プ

1（
40
）5
5
5
28月下旬から9月下旬にかけて、姿川アメニティパ

ーク内の太鼓橋2
基の改修工事を行
います。
公園利用者の皆
さまにはご迷惑を
おかけいたします
が、ご理解・ご協
力のほど、よろし
くお願いします。

国分寺商工会青年部

「夏まつり2008」～おまつりだよ！全員集合！！～
●日　時 8月24日（日）

午前10時～午後2時（雨天決行）
●場　所 国分寺商工会館駐車場

各種ゲーム・イベント盛りだくさん
★豪華賞品多数あり！
模擬店（焼きそば・かき氷　etc）も出店

栃木県営一般農道整備事業石橋南部
地区において整備された幹線道路の一
部が、8月29日（金）から供用開始され
ます。（左図　　　　　線区間参照）
この区間の開通にあわせ、現在優先

となっている市道石5039号線・国3043
号線の交差点では、南北が優先となり、
東西方向が“止まれ”となりますので、
ご注意ください。
なお、平成21年3月末までには、国道

352号線から県道笹原壬生線までの全線
が開通予定です。

姿川アメニティパーク内
太鼓橋の改修工事を行います

建設課 148-2113

問い合わせ先

石橋南部土地改良区域の幹線道路が一部供用開始されます！
8888月月月月22229999日日日日（（（（金金金金））））かかかからららら

石橋南部土地改良区域の幹線道路が一部供用開始されます！

姿川アメニティパーク内
太鼓橋の改修工事を行います
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8月15日は終戦記念日です。時間の経過とともに、戦争を経験した人が少なくなっています。しかし、
戦争を繰り返さないためには、その悲惨さや平和の尊さを次の世代に語り継いでいかなくてはなりませ
ん。下野市では、平成18年6月16日に「非核平和都市宣言」を行い、平和な市民生活の実現をめざしてい
ます。みなさんも、この機会に平和の大切さについて考えてみてください。

「平和」を見つめなおしませんか。
「命の大切さ」と「平和の尊さ」を語り継ごう。

下野市内に居住する外国人の数は年々増加しています。外国から来られた方々の中には日常生活上の
日本語会話に困っている方もたくさんいらっしゃるのではないでしょうか。
そのような方々に何かお手伝いできればと、下野市国際交流協会では日本語講師の養成を目的に開講

を計画しました。皆さまのご参加をお待ちしています。
講　　師 小山市ＮＰＯ法人「おいふぁ」元代表　茂呂　邦子　先生　
日　　時 9月5日・12日・19日・26日（金）（計4回）午後7時～8時30分
場　　所 国分寺公民館　　受講費用 無　料　　定　　員 20名
募集期間 8月11日（月）～8月29日（金）
そ の 他 受講者には、下野市国際交流協会の会員になっていただきます（年会費1,000円）
申し込み先　市国際交流協会事務局（市役所生活課内　140-5555）

あなたも、日本語教室の講師をやってみませんか！！

ボランティア日本語講師養成講座開講！

バザー物品募集のお知らせ
今年も以下の日程でバザーを開催する運びとなりました。物品は9月1日（月）か

ら9月30日（火）までお預かりに伺いますので、物品を提供していただける方は担当
者までお気軽にご連絡ください。
日　時：10月12日（日）午前9時～午後3時
場　所：自治医大病院北側看護学部校舎ロビー
担当者：佐藤史崇　　1090-6826-7142 e-mail：kusushi@jichi.ac.jp

球技大会：チーム募集のお知らせ
◎フットサル（5人制）男女別で、男女共に選手登録は7人まで　◎ソフトボール（9人制）選手登録は11人まで
◎バレーボール（6人制）選手登録は8人まで　
申込み締切：9月30日（火）※申し込みが多い場合は、こちらから参加をお断りさせていただく場合が

ありますので、あらかじめご了承ください。
申し込み・問合せ先：球技大会担当　医学部3年 橋本優　1090-8097-6467 e-mail：kusushi@jichi.ac.jp

医療展：心肺蘇生法講習会参加者の募集
今年の医療展では救急救命士による心肺蘇生法の講習会を行います。最新の心肺蘇生法、AED（対外

式除細動器）の使用法を習得できますので、ぜひ皆さん参加してください。
日　時：10月12日（日）11:00～15:00（予定） 場　所：自治医科大学看護学部校舎
申し込み・問合せ先：医療展担当医学部5年茗荷宏昭　e-mail：kusushi@jichi.ac.jp

第37回薬師祭に関するお問い合わせ・ご意見先
総務　柳橋崇史　1090-9134-8986 E-mail kusushi@jichi.ac.jp
HP 自治医科大学HP右下「関係団体・学友会」→「第37回薬師祭」

第37回薬師祭
く す し さ い

@自治医科大学〔10月10日（金）～12日（日）〕

非核平和都市宣言（平成18年6月16日　告示第182号）
世界の恒久平和と安全は、私たち人類の共通の願いである。
しかし、この普遍の願いにもかかわらず、世界において軍備の拡張は依然として続けられ、人類

は核戦争の脅威にさらされている。
私たちは、世界唯一の被爆国の国民として、核兵器の惨禍を二度と繰り返えさぬよう「持たず、

つくらず、持ち込ませず」の非核三原則の完全実施を願い、すべての国のあらゆる核兵器がすみや
かに廃絶され、人類永遠の平和が確立されることを強く切望するものである。
下野市は、世界の恒久平和実現のため、市民の平和を願う心を結集し、ここに非核平和都市を宣

言する。

総務課 140-5551問い合わせ先

第37回薬師祭ロゴ
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行
事
予
定

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ゆ
り
か
ご

「医療費の過払いについての問い合わせ」
にご注意ください！

市保険年金課を装い、医療費の過払い金を名目に県庁等の
フリーダイヤルにかけるよう誘導する事案の問い合わせがあ
りました。
市保険年金課より、医療費の通知内容を県に問い合わせさ

せることは絶対にありません。指示されたフリーダイヤルに
かける前に必ず関係課へ確認してください。
疑問に感じたら消費生活センターへ相談しましょう。

下野市消費生活センター
下野市小金井1127番地（下野市役所生活課内国分寺庁舎2階）

直通ダイヤル　（44）4833
相 談 日 月曜日～金曜日（土日・祝日・年末年始除く）
相談時間 午前9時～午後4時（正午～午後1時除く）

無料調停相談会
●日　時
9月9日（火） 午前10時～午後3時

（昼休みも行います）
●会　場
栃木市中央公民館
（栃木市日ノ出町14-36 栃木市民会館内）

●内　容
交通事故、サラ金、土地・家屋、離婚・

離縁、遺産分割、相続、家庭円満、親族家
族内トラブル　等（関係資料があればお持
ちください）

暑
い
夏
に
思
い
っ
き
り
盛
り
上

が
る
イ
ベ
ン
ト
を
用
意
し
て
い
ま

す
。

●
音
楽
会

夏
の
音
楽
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
　
時

8
月
18
日（
月
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
誕
生
会

8
月
誕
生
会
を
行
な
い
ま
す
。

日
　
時

8
月
20
日（
水
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

参
加
費

2
0
0
円
　

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
・
コ
ッ
プ
・

お
箸
セ
ッ
ト
・
三
角
巾

申
し
込
み

8
月
13
日（
水
）ま
で

●
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
を
作
り
ま
す
。

日
　
時

8
月
22
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

参
加
費

2
0
0
円
　

定
　
員

20
組

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
・
コ
ッ
プ
・

お
箸
セ
ッ
ト
・
三
角
巾

●
大
型
絵
本

大
き
い
絵
本
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。

日
　
時

8
月
26
日（
火
）

午
前
10
時
〜
11
時

●
水
遊
び

ゆ
り
か
ご
ラ
ン
ド
で
水
遊
び
を

し
ま
し
ょ
う
。

日
　
時

8
月
28
日（
木
）

午
前
10
時
〜
11
時

●
マ
ッ
ト
遊
び

マ
ッ
ト
で
体
を
動
か
し
ま
し
ょ

う
。

日
　
時

8
月
29
日（
金
）

午
前
10
時
〜
11
時

●
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

楽
し
い
お
話
を
し
ま
す
。

日
　
時

9
月
2
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
マ
ロ
ニ
エ

交
通
安
全
講
座
を
楽
し
く
聞
き

ま
し
ょ
う
。

日
　
時

9
月
4
日（
木
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
身
体
測
定

日
々
の
お
子
様
の
成
長
を
見
て

み
ま
し
ょ
う
。

日
　
時

9
月
5
日（
金
）

午
前
10
時
〜

持
ち
物

シ
ー
ル
ノ
ー
ト

●
シ
ャ
ボ
ン
玉
遊
び

空
高
く
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
飛
ば
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

日
　
時

9
月
8
日（
月
）

午
前
10
時
〜
11
時

●
敬
老
製
作

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
作
り
ま
し
ょ

う
。

日
　
時

9
月
9
・
10
日（
火
・
水
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

☆
お
知
ら
せ
☆

ゆ
り
か
ご
HP
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
た
。

ゆ
り
か
ご
の
月
予
定
や
行
事
の

写
真
が
載
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◎
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
り
か

ご
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

1（
48
）5
5
3
0

お詫びと訂正：7月号の寄付のお知らせの中で、伊澤倫一郎様のお住まいに誤りがありました。正しくは千葉県在住
です。訂正しお詫び申しあげます。

栃木調停協会 10282-23-0225

問い合わせ先
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シルバー人材センター

刃 物 研 ぎ
●実施日
8月12日（火）
旧石橋中体育館南側
8月19日（火）
国分寺庁舎東駐車場

●時　間　
午前9時～午後2時

●問い合わせ先
シルバー人材センター
147-1124

心配ごと相談 8月の日程

◎国分寺会場（ゆうゆう館）
5･12日（一般相談）、19日（総合相談）、26日
（児童母子相談）、9月2･9日（一般相談）
◎石橋会場（きらら館）
4･11日（一般相談）、7日（法律相談）、18日

（総合相談）、25日（児童母子相談）、9月1･8日
（一般相談）
◎南河内会場（ふれあい館）
1･8日（一般相談）、15日（総合相談）、22日
（児童母子相談）、9月5日（一般相談）
●時　間 午後1時30分～3時30分

（法律相談のみ午後1時～4時30分）
※法律相談は事前に電話での予約が必要です。
●問い合わせ先　社会福祉協議会　143-1236

きらら館、ゆうゆう館、ふれあい館　8月の休館日のお知らせ
■きらら館 〔8月の休館日〕4日（月）、5日（火）、11日（月）、18日（月）、、25日（月）、、、、9月1日（月）、8日（月）、9日（火）

問い合わせ先　き ら ら 館　下野市下古山1220番地　152-3711
■ゆうゆう館 〔8月の休館日〕5日（火）、6日（水）、12日（火）、19日（火）、26日（火）、9月2日（火）、3日（水）、9日（火）

問い合わせ先　ゆうゆう館　下野市小金井789番地 143-1231
■ふれあい館 〔8月の休館日〕4日（月）、11日（月）、18日（月）、25日（月）、、、、9月1日（月）、8日（月）

問い合わせ先　ふれあい館　下野市三王山698番地5 147-1126

医療機関名・住所・電話番号
○小金井中央病院　　下野市小金井2-4-3 144-7000 ○杉村病院　小山市城山町2-7-18 125-5533
○石橋総合病院　　　下野市石橋628 153-1134 ○光南病院　小山市乙女795-4 145-7711
○小山整形外科内科　小山市雨ヶ谷753 131-1331 ○野木病院　野木町友沼5320-2 10280-57-1011

救急告示医療機関当番表（平成20年8月分）●印：当番医療機関（当番時間17:00～翌日17:00）
○印：当番医療機関（当番時間17:00～翌日9:00）

おもちゃの図書館
●日　時　
8月23日（土）
午前10時～正午

●場所
南河内児童館

●問い合わせ先
社会福祉協議会
143-1236

☆おもちゃの図書館とは、ハ
ンディをもつ子ももたない
子も、おもちゃを通して一
緒に遊ぶ場所です。

石橋納涼踊り花火大会の開催により、きらら
館の営業時間を次のとおり変更しますので、ご
協力をお願します。
8月8日（金）（予備日9日、10日）
きららの湯 午前10時～午後6時
トレーニング 午前9時30分～午後6時
※雨天順延の場合は通常どおり営業します

きらら館営業時間変更のご案内
●日　時 9月6日（土） 午前9時30分～11時30分
●場　所 おもちゃ博物館（壬生町）
●内　容
①救急救命士による救急講習会（ＡＥＤ、あなたも使えます）
②獨協医科大学病院救命救急センターの医師及び看護師に
よる健康相談コーナー・血圧測定コーナー
③臓器移植コーナー（コーディネーターによる説明）
④高規格救急車・救助工作車・はしご車の展示
⑤住宅防火対策展示コーナー

●主催・問い合わせ先 石橋地区消防組合　153-6167

救急フェアーを開催します
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